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 養護教諭が保健室で対応する生徒の来室理由は様々で、その対応も多岐にわたる。医療機関

に緊急搬送する対応から、簡単に言葉を交わすだけや視線を合わせてうなずくだけの対応もあ

る。比較的軽微な状況での来室が多く、後者の対応で教室に戻る場合もあり、一見些細な対応

にもすべて生徒にとって何らかの意味があるのではないかと考えている。養護教諭は児童生徒

の養護をつかさどる教職員であり、その専門性は、養護教諭独自の思考に支えられた目的を持

って意識的に行う養護実践に内在するものである。 

 そこで本研究は、養護教諭の日々の生徒への対応について、養護教諭が状況をどのように把

握し、どのように解釈して対応したかという養護教諭の思考と、そこから導き出された対応に、

生徒がどのように反応したかについて着目した実践分析を通して、養護教諭の対応の意味を明

らかにすることを目的とした。その結果、次のような知見を得た。 

 養護教諭は、生徒のありのままを受けとめ、生徒に起こりうる心身の変化や周囲の人間関係

の変化を推測し、生徒が悩みながらも少しずつ進む過程を支えるように心がけていた。例えば、

体調を崩した生徒の身体症状に対応すると共に、安心して休養できる場を提供する等し、それ

によって生徒は自分のペースが守られ、自らを振り返るような変化がみられた。これは①「生

徒自らが課題解決していこうとするきっかけをつくる」意味があった。また、生徒が困難な課

題を前に混乱している時には、何とかしたいという思いを感じ取り、本人の考えを整理する手

助けをする等していた。このことは②「生徒自らが課題と向きあう力を高める」意味があった。

そして、生徒のコミュニケーション能力を高めるため、初期は、周囲の人間関係を調整し、そ

の上で本人を交え、人とかかわる経験を積んでいけるようにする等していた。このことは③「生

徒の課題解決能力を高める」意味があった。最終的に、養護教諭は、生徒が自らの課題を主体

的に解決することを支援し、生徒の成長を促していた。 
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序章 はじめに 
 
問題の所在 
 

１ 日々の対応の中から 
 

日本学校保健会による平成 18 年度の保健室利用状況に関する調査１）は、小学校 373 校、

児童数 202,284 人、中学校 369 校、生徒数 183,852 人、高等学校 360 校、生徒数 272,642
人を対象にし、平成 18 年 10 月初旬の連続する 5 日間の来室状況を調査したものである。

その結果、高等学校の来室理由別保健室利用状況は、「体調が悪い」29.4％（18,855 人）、

「友だちとのつきあい・付き添い」14.6％（9,335 人）、「けがや鼻出血の手当て」12.1％（7,727
人）、「なんとなく」7.2％（4,586 人）、「身長・体重・視力等をはかる」4.8％（3,078 人）

の順に多かった。平成 13 年度との比較では、小学校・中学校・高等学校ともに「けがや鼻

出血の手当て」「なんとなく」が増加していた。来室者に対して高等学校の養護教諭が対応

した内容は、「医療機関への移送」0.6％（189 人）が最も少なく、「問診・バイタルサイン

の確認」58.9％（20,015 人）、「経過観察」52.8％（17,923 人）、「関係者・関係機関等への

連絡」24.1％（8,199 人）の順に多かった。「健康相談活動」は、小学校 5.4％（2,225 人）、

中学校 16.9％（5,797 人）、高等学校 21.4％（7,265 人）で、学校段階が上がるごとに増加

していた。 
唐牛ら２）の研究では、小学校２校、中学校２校、高等学校２校の平成 18 年度の保健室利

用記録 12,049 件（小学校 3,476 件、中学校 4,407 件、高等学校 4,166 件）を調査対象とし、

症状や処置等について実態調査している。その結果、保健室来室の理由は、年齢や発達段

階、学校生活の状況等に応じて変化し、内科的・外科的症状いずれにおいても比較的軽微

な状況での来室が多いことが明らかになっている。例えば、外科的症状に対して処置後「教

室に帰してよい」と判断する割合は高等学校では 84.6％と高率である。 
このように、養護教諭が保健室で対応する生徒の来室理由は様々で、その対応も多岐に

わたる。時には医療機関に緊急搬送する場合もあれば、簡単に言葉を交わすだけの対応や

視線を合わせてうなずくだけの対応をする場合もある。筆者の勤務校の日頃の保健室利用

状況を見ると、唐牛らの結果と同様に比較的軽微な状況での来室が多く、後者の対応で教

室に戻る場合がある。そのような日々の対応の中、短時間の対応であるにもかかわらず、

養護教諭の想像を超えて、思いがけないほど生徒とのかかわりが深まることもある。一見

些細な対応が、生徒にとって何らかの意味があるのではないかと感じられる場面である。

また、日々の対応により、多くの生徒は変容し、成長していくと感じられる場面も多く、

養護教諭のかかわりは、すべて生徒にとって何らかの意味のあることではないかと考えら

れる。 
 

２ 養護教諭の実践を研究する意義 
 

養護教諭は、学校教育法第 37 条、49 条（37 条準用）、60 条に定められた児童生徒の養

護をつかさどる教職員である。その専門性は、養護教諭固有の思考に支えられた目的を持
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って意識的に行う養護実践３）に内在するものである。 
しかし、「養護教諭の行う養護の実践は、対象である児童生徒との関わりの中で進められ

ることが基本となり、ふだんの日常生活の中で自然な関わり方でなされている、そのため

当事者自身も含めて実践の意味に気づきにくく、評価されにくい」と大谷４）は指摘してい

る。 
一方、後藤５）は、「教育現場の養護教諭が行う研究は、教育実践の中から出発し、研究成

果を教育実践の場に戻し、教育改善のために活用するものだ」と述べており、実践的研究

の重要性を指摘している。 
大谷、後藤の指摘から、ふだんの日常生活の中で自然な関わり方でなされている養護実

践の意味については気づきにくいが、だからこそ、実践そのものを研究の俎上に載せ、追

究することの意義が大きいと思われる。養護教諭が日常の実践の中で研究することの意義

について、大谷６）は、以下のことを指摘している。 
①養護教諭の存在意義や養護実践の目標について、養護教諭自らが意識することができ

る。②養護教諭が行った行為（養護活動）について、実際に効果があったかどうかを吟味

し、検証することができる。③養護実践の質を高めるための具体的な方法について検討が

なされ、よりよい改善策を見い出せる。④ベテランの養護教諭の実践が職人芸として語ら

れるのではなく、それをどの養護教諭にも具備すべき能力（知識・態度・行動力）として

明らかになり、相互交流が期待できる。⑤上記で明らかになった能力は、知識・技術の体

系化を図ることにより、養成・教育課程で伝授することができる。 
以上のことから、養護教諭が、実践を問い直すことがその養護教諭の実践の質を高める

だけではなく、それが、養護教諭全体の実践の質を高める一助となるのではないかと考え

られる。 
 

３ 実践の意味を問い直す 
 

 ドナルド・ショーン（佐藤、秋田訳）７）は、教師等のヒューマンサービスにかかわる専

門家は、複雑で不確定性の高い問題に「状況との対話」をとおして、「行為の中の省察」を

行いながら問題に対応していると指摘している。医者や法律家のような「技術的合理性」

で説明される職業と比較し、その実践的知識は、自らの実践をとおしてのみ得られる。ゆ

えに「反省的実践家」でなければならないとしている。 
 佐藤８）は、「反省的実践家」としての教師は、子どもたちが生きる複雑な泥沼のような問

題状況に身を置き、彼らの学習を援助する活動の意味と可能性を洞察する活動過程におけ

る省察を展開して、親や同僚や他の専門家と協力して、より複雑で複合的な価値の実現を

はかる実践を展開していると著している。 
 小林ら９）は、養護教諭が直接、児童生徒に行った実践を対象とし、養護教諭の実践記録

とインタビューを文字データにしたものをもとに、健康教育における養護教諭の思考過程

に着目した実践分析を行っている。その結果、その思考過程は不確かな問題状況の中で実

践をしながら思考し、漠然とした問題を明確化するものであり、実践しながら課題意識を

持ち実践し、さらに評価（反省）しながら考察し実践をするという繰り返しであったと報

告している。 
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 工藤ら１０）は、養護教諭と生徒の相互交流の場面を撮影したモニタリング用ビデオ記録を

熟練養護教諭と新人養護教諭に視聴してもらい、気がついたこと等を自由に語ってもらい

発話データを分析している。その結果、熟練養護教諭の思考の特徴として、「刻々と変わる

保健室場面における子どもたちとの対応の中で、子どもの表出するサイン（発言・表情な

ど）を敏感に感じ取り、その意味や内容に表現されている子どもの状態を解釈し、推論し

対応する」ことを導き出している。 
 小林、工藤らの研究結果は、まさに養護教諭が「状況との対話」をとおして、「行為の中

の省察」を行いながら問題に対応していることを伺うことができるものであり、「反省的実

践家」としての養護教諭を著している。 
 それゆえ、筆者の問題意識である「養護教諭の日々の対応には、生徒にとって何らかの

意味があるのではないか」という課題の解明は、単に、養護教諭の対応の行為の形や頻度

のみを見るのではなく、対応における「行為の中の省察」、つまり、養護教諭固有の思考が、

①どのような状況との対話において生じ、②その思考はどのようなものであったか、③そ

の思考による対応はどのようなものであったか、④その対応は、どのような意味があった

かという、内容（質）も見ることが重要になってくると考えられる。 
 

４ 先行研究から 
  
先行研究１１）～１５）について、概要を表１に記した。これらの研究の多くは、日々の養護

教諭の対応を分析し、養護教諭の対応の根拠となる「養護」の本質や内実を追究すること

を目的としている。その結果は、養護実践の特徴１１）、教育的な意味１２）、養護の実証１３）、

雑談という対応の意義１４）、養護の本質１５）として、養護教諭の対応の意味を追究するにあ

たり、示唆深い結果を得ている。 
砂村ら１１）は、養護教諭が行う「養護」を検討する視点として日々の対応に着目し、そこ

から養護の内実を明らかにしていくことを試みている。研究方法として文献研究と調査研

究を行っている。その結果、文献研究からは、保健室で行っている養護の実際を提示して

いくことの必要性が示唆されている。調査研究からは、養護の内実として、養護教諭が行

っている子どもへの直接的・具体的対応内容が示され、その特徴として子どもに安心や自

信、自由を与えることによって人格の形成をめざしていること等があげられている。さら

に、養護の内実を形成する指標として、ふだん大切にしていること（価値観）、子どもの変

容等が抽出されたと報告している。 
 笹川ら１２）は、慢性疾患を持ちながら学校生活を送った青年と、小学校当時の養護教諭に

インタビューを行い養護教諭の行った対応が子どもにどう受け止められ、どのような教育

的意味があったのかを検討している。その結果、子どもの成長は専門的根拠を持った養護

活動によって促され、身体的アプローチは自己概念の形成に影響を与えており、対応にお

いては、子どもの発達段階に応じた意思確認が必要であることが示されたとしている。 
笹川ら１３）は、救急処置場面の事例検討を行い、養護教諭のふだんの子どもたちへの対応

に中に「養護」がなされていることを実証することを試みている。養護教諭は救急処置場

面においても、その子の課題（ニーズ）を把握することを意識しながら、目の前の瞬時の

情報や先行情報を総合的に活用して疑問を解消しようとする中で、成長の支援を行ってい
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る。事例検討で判断や対応の根拠を追究していく過程を通して、養護教諭が日常心がけて

いることを他者からの素朴な質問により改めて意識化することができる。養護教諭が他者

との相互検討によって、子どもへの対応の判断や根拠を問い続けることは、養護とは何か

という「養護」の内容の追究につながる等の知見を得たとしている。 
高橋ら１４）は、救急処置を求めて来室した生徒への養護教諭の対応（養護過程）をグルー

プで分析し、養護教諭から意図的になされた「雑談」に注目し、その意義も分析している。 
その結果、生徒のかかえる「心配」は身体のことに限られるものではなく多岐にわたる。

養護教諭が専門的に対応できるものは「身体症状」を中心とした内容とされるが、たとえ

専門外の内容で「他の専門家の所へ」というアドバイスをすることであっても、生徒の「心

配」に寄り添う姿勢で「安心」を与えることの意味が大きいこと等を報告している。 
 中川ら１５）は、「けんかによるけが」という加害・被害が生じやすい救急処置場面で、言

葉による感情表現が苦手な子どもの事例においても養護教諭は子どもの成長上の課題（養

護ニーズ）を捉えながら支援しているということを実証しようと事例検討による分析を行

っている。その結果、「養護」の本質として「子どもの小さな変化に気づき、それを子ども

の成長と結びつけて返している」「規律の中にも安心・自由の場を設定し子ども同士の相互

作用を保障する」等が明らかにされたと報告している。また、事例検討という協働の場で

の事例分析は、養護の本質を追究するという面からもその意義は大きいと述べている。 
 ただし、これらの先行研究では、前述のとおり、養護実践を「養護」の視点で日々の養

護教諭の対応を分析し、対応の根拠となる「養護」の本質を追究することを目的としてい

る。反省的実践家としての「状況との対話」「思考」「対応」「その意味」を主軸に追究した

ものではない。そこで、本研究では、養護教諭のどのような思考によって対応が導き出さ

れ、その対応が生徒にとってどのような意味があるのかを明らかにすることを目的とした。 
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№ 著者名 タイトル 学会誌 年 研究方法 概要
11) 砂村

京子
　他

日々の対
応からみ
た「養
護」に関
する研究
第１報－
子どもへ
の対応事
例の分析
から－

日本養護
教諭教育
学会誌
4(1)

2001 1文献研究　1）「養護」
文献検索　2）養護に対
する捉え方整理（小倉、
杉浦、藤田、大谷）
3）施設養護と看護の基
本原理を比較
2調査研究　1）経験10年
以上の養護教諭19名に半
構成的インタビュー　2)
ＫＪ法による検討　3)事
例検討

１文献研究から　1)養護の研究課題のひとつは、
本質や原理を実証的に研究していくこと　2)養護
の概念を社会的機能から捉える視点が必要　3)関
連分野の研究成果を応用していくことが必要であ
る。
２調査研究から　1)養護の内実とは、子どもと子
どもの周囲への養護教諭の働きかけである。その
特徴は、相互的、総合的、子どもを受け入れ、共
に行動し、信頼関係を築くことにある。　2)養護
教諭は、人間形成という教育を担っている。　3)
子ども一人一人の養護の内実を規定する要因とし
て、養護教諭の価値観、子どもの発達課題、子ど
もの変容が抽出された。

12) 笹川
まゆみ
  他

日々の対
応からみ
た「養
護」に関
する研究
第２報－
慢性疾患
を持つ子
どもの自
己成長に
着目して
－

日本養護
教諭教育
学会誌
6(1)

2003 1研究対象　重症アト
ピー性皮膚炎Ｙ成年と小
学校時のＳ養護教諭
2面接調査　半構成的イ
ンタビュー
3分析方法　第１報と同
様　対応の関係図作成
Ｙ成年が受けたＳ養護教
諭からの具体的対応を保
健室来室、かゆみの軽
減、病気の受容の３点か
ら分析し、日々の対応が
Ｙ成年の成長へ及ぼした
影響について検討

○養護教諭の行う「養護」について　１養護教諭
は、子どもの将来を見通しながら関係者と連携
し、自己成長を支えていた。その背景には、子ど
もを信じ、見捨てないで待つという基本姿勢（養
護観、人間観、教育観）があった。２病気が子ど
もの自己成長を促す役割を果たしていた。３根拠
ある専門的な判断とその子のありのままを受け入
れる相談的対応が子どものニーズを満たし、自己
成長を促進させる働きにつながっていた。４生理
的苦痛の軽減は、自己成長を促す基本的な要因の
ひとつであった。
○子どもの側から見ることによって得られた課題
１養護教諭は日々の対応において、子どもがどの
ような対応を望んでいるか、意思を相互に確認し
ながら養護活動を継続させることが必要である。
２子どもの力を信じ、「育つ」ことを援助しなが
ら待つことの重要性を認識すべきである。３養護
教諭の日々の対応や態度から子どもとの信頼関係
が生まれ、養護教諭と子どもの間に癒し・癒させ
る相互作用がうまれ、お互いの自己成長へとつな
がっていく。

13) 笹川
まゆみ
  他

日常的
「養護」
対応の分
析的研究
－救急場
面の事例
検討から
－

学校健康
相談研究
1(1)

2005 １分析対象　経験20年以
上のＢ養護教諭の救急処
置事例、小２Ａ子への対
応（持久走大会でゴール
直前に気分不良を訴え
た）
２分析方法　５人による
事例検討会　１回目事例
の概要　２回目「養護教
諭の行為」を具体的な言
葉で記述　３回目対応し
た理由、しなかった理
由、養護教諭の「思考内
容」を記述　４回目思考
を促した「背景や根拠」
を引き出した　５回目養
護教諭のバックボーン
（日常的に心がけている
こと、信念）を追究

１日常の救急処置場面における養護教諭の対応の
特徴は、丁寧に身体症状を緩和させ、不安を和ら
げながら小さな診断を積み重ねていることであ
る。それらの多くは養護教諭が「身体化されたサ
イン」から子どものニーズを把握しようとする行
為であり、養護教諭自身の対応への不安を取り除
く行為でもあった。そうした意図を養護教諭自身
はあまり意識せずに行っている。
２養護教諭は救急処置場面においても、その子の
課題（ニーズ）を把握することを意識しながら、
目の前の瞬時の情報や先行情報を総合的に活用し
て疑問を解消しようとする中で、成長の支援を
行っている。
３事例検討で判断や対応の根拠を追究していく過
程を通して、養護教諭が日常心がけていることを
他者からの素朴な質問により改めて意識化するこ
とができる。養護教諭が他者との相互検討によっ
て、子どもへの対応の判断や根拠を問い続けるこ
とは、養護とは何かという「養護」の内容の追究
につながる。

表１　日々の養護教諭の対応を分析している研究
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№ 著者名 タイトル 学会誌 年 研究方法 概要
14) 高橋

雅恵
　他

救急処置
場面で養
護教諭が
「雑談」
をした意
味－指の
痛みを訴
えて保健
室に来室
した高校
生への対
応事例－

学校健康
相談研究
2(1)

2005 １対象　経験13年Ｆ養護
教諭の高等学校保健室で
のＡ子と付き添いＢ子に
対するやりとりの場面
（５分）
２方法　(1）Ｆ養護教諭
がメモ、一覧表を作成
(2)研究グループで検
討・協議　実践（対
応）、根拠、理由を詳細
に表現　経験10年以上の
養護教諭10名校種は小・
中・高・養護

１保健室での来室者への対応は、「身体症状」に
対する受容から始まり、Ｆ養護教諭が持つ在庫知
識を活用しながら情報収集が行われ、アセスメン
トが行われている。緊張感あふれるやりとりが終
了すると緊張感をゆるめるような話題提供が行わ
れ、来室者とＦ養護教諭が一体感となる「雑談」
が交わされている。途中に「雑談」が入ったとし
ても、最初の訴えである「身体症状」へのいたわ
りの言葉「お大事に」をかけて終了している。
２雑談の意味　①雑談を仕掛けたのは、持病を持
つ生徒に対して「安心を与え、明るくなって欲し
い」という養護教諭の意図があり、心身・生活の
主体者としての生徒に向き合うという養護の「本
質」が含まれている。②短い時間の中で、付き添
いも一緒に交わされる「雑談」は、対話者間に一
体感を生じさせ、解放感をも与えることができる
貴重な意味ある時間である。その解放感・一体感
を手当の過程で味わうことは、自らの「心配」を
自分ひとりで悩むのではなく、その共有体験者に
相談してみようと思わせる力を引き出させる。
３生徒のかかえる「心配」は身体のことに限られ
るものではなく多岐にわたる。養護教諭が専門的
に対応できるものは「身体症状」を中心とした内
容とされるが、たとえ専門外の内容で「他の専門
家の所へ」というアドバイスをすることであって
も、生徒の「心配」に寄り添う姿勢で「安心」を
与えることの意味は大きい。

15) 中川
裕子
　他

日常的
「養護」
対応の分
析的研究
第２報－
言葉で思
いを表現
すること
が苦手な
児童の事
例検討か
ら－

学校健康
相談研究
2(2)

2006 １分析対象　経験20年以
上のＣ養護教諭の「首を
絞めた・絞められた」と
いう関係で担任に保健室
に連れてこられた小５Ａ
男とＢ男両者への対応
２分析方法　４人による
事例検討会

１「養護」の本質として①子どもの存在を尊重
し、公平に接することが基底にある。②子どもの
成長を支えるための養護ニーズの診断が起点とな
る。③社会力を育み自立を目指す教育の一環であ
る。④子どもの小さな変化に気づき、それを子ど
もの成長と結びつけて返している。⑤規律の中に
も安心・自由の場を設定し子ども同士の相互作用
を保障する。⑥学級で行われる養護の徹底のため
に担任と協働関係を結ぶ。⑦養護をする側も養護
の対象者から成長させられる。⑧対応方針の基盤
となる養護教諭独自の信念の形成が大事である。
２事例検討という協働の場での事例分析は、養護
の本質を追究するという面からもその意義は大き
い。

表１　日々の養護教諭の対応を分析している研究

 
 
 
 
第１章 本研究における目的と方法 
 
第１節 目的 

 
 本研究では、養護教諭の日々の生徒への対応について、養護教諭が状況をどのように把

握し、どのように解釈して対応したかという養護教諭の思考と、そこから導き出された対

応に、生徒がどのように反応したかについて着目した実践分析を通して、養護教諭の対応

の意味を明らかにすることを目的とした。 
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第２節 研究方法 
 
第１項 研究対象 

 
 １ 研究対象 
 筆者は現在まで、高等学校の養護教諭を 16 年経験している。 
研究対象は、筆者の 2003 年（経験年数９年）と 2006 年（経験年数 12 年）の高等学校

における２つの実践である。 
 
２ 対象実践を選んだ理由 

 養護教諭は、日頃から学校保健日誌等の執務記録をはじめ、自らの実践を何らかの記録

に残している。 
 斉藤ら１６）の研究では、養護教諭の記憶の思い起こしによる手法を用い、これによって１

日の執務を終えて帰宅し、数時間を置いても印象に残っていること、例えば生徒の対応で

大変だったことや気にかかっている仕事のことなどが想起され、養護教諭のこだわりや力

点を置いている執務が捉えられたとしている。また、養護教諭が執務記録を書く際に、生

徒の対応の中でも特に印象に残ったものは、個別に記している。生越１７）は、日常性から出

発する「方向探索型」研究の在り方について「養護教諭の実践を捉えようとするとき、ま

ず求められるのはできる限り実践そのものと捉え、それを目に見えるような仕方で概念化

することである。それには、まず養護教諭の実践そのものに丁寧に寄り添うことが求めら

れる。したがってまず養護教諭が自らの実践を丁寧に記述することが求められるのである

（第一次的研究者としての養護教諭）。そしてさらにそうした記述を自ら「分析」していく

こともできるだろうし（二次的研究者としての養護教諭）以下略」と述べている。 
そこで、養護教諭が自ら記した実践記録を分析することで、本研究の目的である、日々

の対応の中で、養護教諭が状況をどのように把握し、解釈して対応したかという養護教諭

の思考と、そこから導き出された対応が、生徒にとってどのような意味があるのかを明ら

かにすることができるのではないかと考えた。対象となる実践は、次の３つの条件を満た

すものとした。第１に、養護教諭の日々の実践であること、第２に、ふりかえりができる

ような記録が残っているものであること、第３に、現在進行形ではなく生徒が卒業して完

結している実践事例であることとし、２実践事例を選択した。 
 
３ 倫理的配慮 
 
 実践事例は論旨に影響しない範囲で修正し、かつ本文においても実践事例が特定でき

ないように表現に配慮した。 
 
４ 実践の概要 
 

（１）高校１年生女子Ａ子の実践事例 
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①生徒数：２４０名 
 
②養護教諭の経験年数：９年 
 
③概要 
Ａ子は、高校１年生の夏季休業明けに欠席が続き、その後３年生まで、夏と冬の長期休

業明けに保健室登校を経て、教室に戻る形を繰り返した。Ａ子が保健室で養護教諭に話す

話題の中心は、当初は友人関係だったが、時間が経つにつれて家族関係の話が多くなった。

養護教諭は、保健室を安心して居られる場、新しいことに挑戦するときに戻れる場として

提供し、コミュニケーション能力を高めるための経験を積んでいけるようにかかわった。

Ａ子は、保健室を基地として授業や行事に参加すると共に、ボランティア活動や部活動等

の新たに所属できる場を増やしていった。 
 

（２）高校２年生女子Ｂ子の実践事例 
 
①生徒数：６００名  
 
②養護教諭の経験年数：１２年  
 
③概要 
学級担任から、学級で起きた生徒指導上の問題について、Ｂ子に確認したいことがあり、

Ｂ子と個別に面談するので養護教諭に同席してほしいとの依頼を受けた。面談をした翌日、

Ｂ子が養護教諭と話をしたいと申し出てきた。Ｂ子は、これまで保健室利用のない生徒だ

ったが、以後、頭痛、胃痛等の症状を訴え、たびたび保健室に来室した。背景に家族関係

の問題があることがわかったので、親子が向き合い、さらにはＢ子が自分の将来を考え、

行動できるようになるまで養護教諭がかかわった。 
 

第２項 方法 
 

１ 方法 
  
研究方法は、養護教諭が自ら残していた日常のメモや保健日誌等の記録を時系列に並べ

た実践記録をもとに、生徒の状況、養護教諭の思考・判断、養護教諭の対応、生徒の反応

に着目して実践分析を行い、指導教員との討議のうえ、抽出された対応の意味を整理した。 
 

２手順 
 

（１）養護教諭が自ら残していた日常のメモや保健日誌等の記録を時系列に並べ、実践記

録とした。 
 



 - 9 -

（２）実践の事実を確認しながら、記録が不足している部分を補充した。 
 
（３）研究目的に沿うように、「生徒の状況」「生徒の周囲の状況」「養護教諭の思考・判断」

「養護教諭の対応」「生徒の反応」「備考・その他（養護教諭以外の教員の動き等）」の

６項目に分けて表に整理した。 
 
（４）（３）の表をもとに実践の事実を省察しつつ、「生徒の状況」「生徒の周囲の状況」「養

護教諭の思考・判断」「養護教諭の対応」「生徒の反応」「備考・その他（養護教諭以外

の教員の動き等）」の関係（流れ）を見ながら指導教員と討議した。 
 
（５）対応の意味を主軸に指導教員と討議を重ね、抽出された対応の意味を整理した。討

議の期間は、2008 年 6 月から 2009 年 12 月まで、回数は 57 回、1 回の所要時間は約

180 分であった。 
 
 
 

第２章 結果及び考察 
 
 結果を表２、表３に示した。表中の矢印は、生徒の状況や反応等を見て、養護教諭が思

考・判断し、対応する流れを表している。 
  

１ 生徒自らが課題解決していこうとするきっかけをつくる 
 
（１） 保健室に来室する前のかかわり 
 

 Ａ子もＢ子も保健室利用のほとんどない生徒であった。Ａ子の事例では、「夏季休業明け

に欠席が続き（表２－１－ア）」、「母親からの学級担任への連絡で（表２－２－イ）、市民

広報に保健所の思春期電話相談のことが載っていて、母親からＡ子に電話してみてはどう

かと勧めたところ、本人が電話をかけた。電話の相談相手から『保健室に行ってみてはど

うか』と勧められたが、中学校まで保健室を利用したことがなく、どうしたらよいのかわ

からない（表２－２－ア）」という状況を養護教諭が知った。養護教諭は、「自分で電話相

談に電話できたことは、大きな一歩ではないか。自分で動き出そうとしているのではない

か。保健室で何か支援ができそうだ（表２－２－ウ）」と考え、「朝最初からでなくても、

本人が登校しやすい時間に、いつでも保健室を利用できることを学級担任から電話で伝え

てもらう（表２－２－エ）」対応をした。するとＡ子は、「その翌日、保健室に登校する（表

２－２－オ）」という反応を見せた。Ａ子は、「学校に行くきっかけをつかんだ（表２－２

－キ）」ものと思われる。 
 Ｂ子の事例では、「毎日始業前に養護教諭が生徒指導部の同僚達と行っていた登校指導で、

服装の乱れ、化粧等で登校指導時に生徒指導部の教員が声をかけることがたびたびあるＢ

子の状況（表３－１－ア）」を見て、「表情が暗く、服装が乱れていて心配だ（表３－１－
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ウ）」と思っていた。養護教諭は、「何か課題がありそうな生徒だと思い、気にかけて、あ

いさつをしたり、雑談をするなどしながら見守っていた（表３－１－エ）」という対応をし

ていた。これは、Ｂ子にとって、「養護教諭と顔見知りになり、後に保健室を使いやすくな

る（表３－１－キ）」意味があるものと思われる。 
 「Ｂ子の学級で生徒指導上の問題が続き、そのことでＢ子は学級担任と学年主任に呼ば

れて面談をすることになった（表３－２－ア）」ときに、この状況から養護教諭は、次の４

つの思考・判断をしている。「学級で起こった生徒指導上の問題の件で、学級担任と学年主

任に呼ばれて、話をするのはＢ子にとって辛いことだと感じた（表３－２－ウ）」「この状

況がＢ子に今後どのように影響するのかを予測した。学級での立場が悪くなり、友人関係

が悪くなって教室に居づらくなるのではないかと思った（表３－３－ウ）」「強いストレス

から体調を崩したりすることが考えられるので、Ｂ子が今後保健室を利用しやすくなるよ

うな対応をしようと思った（表３－４－ウ）」「Ｂ子が追いつめられないよう、今後、保健

室だけなく、カウンセラー室も利用できるようにつなぎ、安心して居られる場所を提供す

る必要があると判断した（表３－５－ウ）」これらの思考・判断が「初回面談（表３－６～

１５）」の思考・判断と対応につながり、後にＢ子が自己の課題と向き合うことができるよ

うになったものと思われる。 
 高橋ら１８）は、雑談という対応の意義について、養護教諭が専門的に対応できるものは「身

体症状」を中心とした内容とされるが、たとえ専門外の内容で「他の専門家の所へ」とい

うアドバイスをすることであっても、生徒の「心配」に寄り添う姿勢で「安心」を与える

ことの意味が大きいこと等を報告している。 
 Ａ子の場合は、利用したことのない場所だった保健室への不安に対して、いつでも利用

できる場所であるというメッセージを養護教諭が伝え、Ａ子は安心して登校できるように

なった。Ｂ子の場合は、日常の登校指導の中で、養護教諭が何か課題がありそうな生徒だ

と思い、気にかけて、あいさつをしたり、雑談をするなどしながら見守っていたことが後

の信頼を築くことにつながっていった。 
つまり、保健室に来室する前の養護教諭の対応が、生徒に安心と信頼を与え、初回の面

談での信頼関係の深まりをもたらすものと考えられる。 
 
   （２）初回面談 
 
保健室登校のＡ子の事例では、「保健室登校初日、保健室に入ってきたときには、表情が

硬く、肩に力が入っていて、かなりの緊張状態に見えた。いすに座ってから、来室者が入

口の戸を開けるたびにそちらを見て、落ち着かない様子だった（表２－３－ア）」Ａ子の状

況を見て、養護教諭は「このままでは、明日からまた、家に閉じこもってしまうのではな

いか。緊張をほぐし、肩の力が抜けるような楽な姿勢で体を解放できる状態で話をした方

がいいのではないか（表２－３－ウ）」と判断した。そこで、「校内の和室に一緒に移動し、

畳の上に寝ころんで手足を伸ばす格好をした（表２－３－エ）」ところＡ子は、「養護教諭

と同じ格好で畳の上に寝ころび、これまでの欠席の理由を話し始める（表２－３－オ）」と

いう反応をした。 
新谷１９）は、「養護教諭は子どもと共にありながら、安心できる環境で感情など内面を表
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出させ、子どもの思いや状況を感じ取っていた」と報告している。秋庭２０）は、生徒から悩

み事が打ち明けられる契機について、保健室の場合、身体的トラブルに志向するやりとり

の中に埋め込まれており、身体症状の背景にある原因を尋ねられるのは、身体的トラブル

に対処する専門家・養護教諭ならではのことだと著している。この場合も養護教諭は、欠

席の理由を語らせるためではなく、Ａ子の緊張した心身の状態を楽にしてやりたい思いで

対応したところ、Ａ子の緊張が和らぎ、これまで語れなかったことを養護教諭に話すとい

う反応をした。この初回面談には、Ａ子にとって、「校内に居られる場所があることを知り、

心身を解放して、話しても大丈夫と感じる場を得る（表２－３－キ）」、「主体性を尊重され、

思っていることを話し、聞いてもらい（表２－４－キ）」、「明日も学校に行こうという気持

ちが湧く（表２－５－キ）」という意味があるものと考えられる。 
Ｂ子と養護教諭の初回面談は、学級担任と学年主任に呼ばれてＢ子が面談する席に養護

教諭が同席する形で行われた。Ｂ子は「緊張して、硬い表情で面談を行う部屋に入ってき

た（表３－６－ア）」。この初回面談の前に、学級担任から話を聞いて養護教諭は、「学級で

起こった生徒指導上の問題の件で、学級担任と学年主任に呼ばれて、話をするのはＢ子に

とって辛いことだと感じた（表３－２－ウ）」。さらに、入室時の様子から、「やはりこの面

談はＢ子にとって辛いことだと思った（表３－６－ウ）」。そこで、「Ｂ子の不安な状態に寄

り添うため、Ｂ子に養護教諭の隣に座るよう促した。養護教諭はＢ子の左隣に座った（表

３－６－エ）」。「気持ちを和らげて、少しでも楽に話ができるようにしてやろうと思い（表

３－７－ウ）」、「『大丈夫だよ』と声をかけて座らせた（表３－８－エ）」。Ｂ子は、「少しほ

っとした表情になった（表３－７－オ）」。養護教諭は、「Ｂ子の辛い心情を思いやり、面談

では生徒指導上の問題についてどのような話が出てもＢ子を尊重しようと思い（表３－８

－ウ）」、Ｂ子が「言葉に詰まったときには「ゆっくり話そうね」と声をかけた（表３－８

－エ）」。Ｂ子は、「学年主任と担任の問いに時々、言葉につまりながらも答えた（表３－８

－オ）」。これらの対応はＢ子にとって、「自分で考え、話すペースが守られる（表３－８－

キ）」という意味があるものと思われる。 
Ｂ子は、「学級担任の話を聞いて『私はやっていません』と話す。話をしている間、足を

動かし、手は左手人差し指に右手親指の爪を立てる動きを繰り返す（表３－９－１）」。養

護教諭は、「やっていません。と話しながら、本人の落ち着かない様子から複雑な背景があ

ると判断した。生徒指導部と連携し、慎重に対応する必要があると思い（表３－９－ウ）」、

面談後、「生徒指導部長に問題行動としての扱いを待ってもらうよう調整し、生徒指導部、

相談員との連携を促し、Ｂ子をチームで支援する体制を整えた（表３－９－エ）」。「相談員

（心のアドバイザー）の協力も得て、本人、保護者、学級担任を支える必要があると判断

し（表３－１０－ウ）」、面談後、「相談員に電話で経過を報告した（表３－１０－エ）」。こ

れらの対応は、Ｂ子にとって、「自分で課題と向き合い、解決していくことを保証され（表

３－９－キ）」、「支えてくれる大人が増える（表３－１０－キ）」という意味があるものと

思われる。 
養護教諭は、初回面談の前に、この状況がＢ子に今後どのように影響するのかを予測し

た。「学級での立場が悪くなり、友人関係が悪くなって教室に居づらくなるのではないかと

思い（表３－３－ウ）」、面談の中で、「学級で傷つくことを言われたり、いやな思いをして

いないかをＢ子に確認した（表３－１１－エ）」。 
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面談の前に、「強いストレスから体調を崩したりすることが考えられるので、Ｂ子が今後

保健室を利用しやすくなるような対応をしようと思った（表３－４－ウ）」。また、「Ｂ子が

追いつめられないよう、今後、保健室だけなく、カウンセラー室も利用できるようにつな

ぎ、安心して居られる場所を提供する必要があると判断した（表３－５－ウ）」。そこで、

面談では、「いつでも保健室やカウンセラー室を利用してよいことを伝えた（表３－１２－

エ）」。 
学級担任が面談への同席を依頼する前から、「毎日始業前に養護教諭が生徒指導部の同僚

達と行っていた登校指導で、服装の乱れ、化粧等で登校指導時に生徒指導部の教員が声を

かけることがたびたびあるＢ子の状況（表３－１－ア）」を見て、「表情が暗く、服装が乱

れていて心配だと思っていた（表３－１－ウ）」。養護教諭は、「何か課題がありそうな生徒

だと思い、気にかけて、あいさつをしたり、雑談をするなどしながら見守っていた（表３

－１－エ）」。この前提の上で、面談の中で、「Ｂ子にもっと自分を大切にしてほしいことを

話した（表３－１３－エ）」。すると、Ｂ子は、「養護教諭の話を聞いているときに涙を流す

（表３－１３－オ）」という反応をする。養護教諭は、「Ｂ子が養護教諭の話を受け入れて

いると感じた（表３－１４－ウ）」。この面談の後、「保健室でマニキュアを落としてから帰

る提案をし（表３－１５－エ）」、Ｂ子は、「保健室でマニキュアを落としながら母親との仲

について話す（表３－１５－オ）」という反応をする。 
Ｂ子にとって、「困ったときに行くことのできる場所と相談できる人を得て（表３－１２

－キ）」、「養護教諭に母親との関係や家庭での立場をわかってもらう（表３－１５－キ）」

という意味を持つ対応であったと思われる。そして、「この面談の翌日、養護教諭と話がし

たいと学級担任に申し出る（表３－１６－ア）」という行動につながったのだと思われる。 
いわゆる生徒指導上の問題は、生徒指導部が担当し、指導原案の決定、特別指導という

形が主流である。佐藤２１）は、「中学校や高校の職員会議で毎回繰り返される処分の議題で

は、あたかも判例に応じて起訴と不起訴を決め処置を判定する簡易裁判にも似た手続きが

横行している。教師が対処し、指導しているのではなく、規則と慣例が処理し処分してい

るからである。規則主義と慣例主義は、学校生活のほとんどを支配している」と指摘して

いる。問題行動に対する反省を促す特別指導は、Ｂ子にとって大切な教育の機会である。

ただし、特別指導をＢ子が受け入れるためには、Ｂ子が家族と向き合い、自分で考えて行

動できる状態になる必要があると考え、養護教諭は対応していた。最終的にＢ子は、「特別

指導を素直に受けている（表３－４０－オ）」。阿保２２）は、子どもの発達を育む対応につい

て「初期の受容・共感的対応が信頼関係を作る基礎となり、そのことが次のアプローチの

導入につながって、少しずつ教育・指導的対応が成立する」と述べている。Ｂ子の事例は

阿保の述べるところを支持する結果となっている。 
山脇２３）は、「面接というのは初回が勝負である。初回に最も大事なことが聞き出せなけ

れば、２回目以降も聞き出せない。というより、初回に大事なことを言えなければ、子ど

もは次の面接にこないかもしれない。この人とは話す意味がない、と思ってしまうのだ」

と述べている。Ａ子、Ｂ子ともに初回面談が重要な意味を持ち、後の展開に大きく影響し

ていることが考えられる。保健室に来室する前の養護教諭の対応が、生徒に安心と信頼を

与え、初回面談で信頼が深まり、そのことが生徒自らが課題解決していこうとするきっか

けをつくる意味を持つものと思われる。 
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２ 生徒自らが課題と向きあう力を高める 

 
 Ｂ子の事例では、「Ｂ子が追いつめられないよう、今後、保健室だけなく、カウンセラー

室も利用できるようにつなぎ、安心して居られる場所を提供する必要があると判断した（表

３－５－ウ）」養護教諭が、初回面談の際に、「いつでも保健室やカウンセラー室を利用し

てよいことを伝えた（表３－１２－エ）」。Ｂ子は、早速「翌日、養護教諭と話がしたいと

学級担任に申し出た（表３－１６－ア）」。「その次の日には、６校時保健室に来室し、学級

担任と話がしたいと言う（表３―１９－ア）」。この時点では、「問題を自分で何とかしたい

ので、両親に内緒にしてほしいと担任に話し（表３―２０－オ）」ている。しかし、翌週は、

「胃痛等の体調不良の症状を呈して保健室に来室する（表３－２２－ア）」ものの、「週末

親と話そうとしたが、うまく話ができなかったので、学校で学級担任と相談員に一緒に居

てもらって親と話したいと語った（表３－２３－オ）」。養護教諭は、「家も教室も今のＢ子

にとっては居心地の悪い場になっているのではないかと思い（表３－２２－ウ）」、保健室

に来たときには、「少しでも安心して休養し、考えたり、行動するための力を蓄えさせたい

と考えた（表３－２３－ウ）」。「主訴に対して誠実に対応し、ベッドで休養させた（表３－

２２－エ）」。そして「ベッドの横で話を聞きながら、気持ちを言語化させることで、Ｂ子

の考えを明確にする手助けをした（表３－２３－キ）」。この対応は、Ｂ子にとって、「問題

行動のことに関わらず、ありのままの自分を信じて受け入れられ、症状が回復し（表３－

２２－キ）」、「自分の考えを言語化し、養護教諭にわかってもらう（表３－２３－キ）」と

いう意味があるものと思われる。Ｂ子は、「この後も保健室、カウンセラー室を多く活用し

ながら、両親との話し合いがうまくいかない場合でも、あきらめずに生徒指導上の問題も

含めて向きあっていく（表３－３４～３６）」。つまり、ここでの一連の養護教諭の対応は、

Ｂ子が自ら課題と向きあう力を高める意味があるものと考える。 
 Ａ子の事例では、１年生の夏季休業明けの保健室登校から始まり、「１年生の冬季休業明

け（表２－６６～６９）」、「２年生の夏季休業明け（表２－９２～９４）」、「２年生の冬季

休業明け（表２－９８～１０４）」の４回、長期休業明けに連続した欠席から保健室登校、

そして教室へという同じようなパターンを繰り返した。養護教諭は、Ａ子の欠席には必ず

Ａ子なりの理由があり、それを明確にして対応することで、Ａ子は、あきらめたり、逃げ

たりせずにその都度課題と向きあった。その結果、「３年生になって、Ａ子は、『先生、私、

いつも夏休み明けに学校を休んでしまうので、夏休みの後半に自分だけの出校日を作ろう

と思います。先生の都合のいい日に保健室で勉強してもいいですか？』と自分から提案し

（表２―１１６－ア）」、「自分決めた出校日に保健室で３日自習した（表２－１１６－オ）」。

さらに、夏休み明けも休まず保健室登校からスタートした。「すぐに翌日から数時間ずつ授

業に参加し、翌週からは昼休みのみ保健室で過ごし、それ以外は教室で過ごし始めた（表

２－１１７－ア）」。徐々にＡ子が自ら課題と向きあう力が高まっていったことがわかる。 
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   ３ 生徒の課題解決の能力を高める 
 
   （１）居場所づくり 
 
 Ｂ子の事例では、保健室とカウンセラー室が、安心して休養や相談のできるＢ子の居場

所となっていた。同様に、Ａ子の事例では、「保健室登校初日、保健室で緊張したまま、落

ち着かない様子のＡ子（表２－３－ア）」を養護教諭は「別室へ連れて行き（表２－３－エ）」、

「頑張ろうと気負いすぎず、学校には教室以外にも保健室も礼法室もその他の部屋もたく

さんあるから、そこを活用しながらこれからのことを一緒に考えようと声をかける（表２

－５－エ）」。Ａ子は、「校内に居られる場所があることを知り、心身を解放して、話しても

大丈夫と感じる場を得る（表２－３－キ）」。その翌日から保健室を居場所に過ごし始める。

また、「養護教諭が不在の時には、家庭科教員のいる試食室を保健室と同様に活用できるよ

うにし（表２－３６－オ）」、Ａ子は、「養護教諭不在時にも、安心して登校できる環境を確

保された（表２－３６－キ）」。 
三村２４）は、「休息をとるための「居場所」、また、そこから人とのつながりを持ち、成長

していくための「居場所」、この二つの機能を保健室は養護教諭がいることで持っているの

である」と述べている。志賀ら２５）の研究では、「保健室としての固有のスペースとしての

『居場所』の確保と、養護教諭という『固定した対応者』が居て継続的なかかわりをもつ

ことで保健室登校生は、落ち着きを取り戻したり、何かやろうとするエネルギーが出たり、

自分の気持ちを話せるようになったり、自己表現ができるようになった」と報告されてい

る。 
Ａ子が、「養護教諭に『鞄とかここに（保健室に）おいていっていいですか？』と話し、

教科の道具だけ持って教室へ（表２－２９－ア）」行き授業に参加した。「９３日目。１校

時～４校時、鞄は保健室に置き、必要な道具を持って教室で授業に参加。昼休み保健室で

昼食をとった。すぐに帰らず、母親に 14:00 に迎えにくるようお願いしたのでそれまで読

書をしたいと申し出た（表２－７４－ア）」。「１１０日目。３校時、保健室で運動着に着替

えて、体育館で体育の創作ダンスの授業に参加（表２－８１－ア）」した。このように、教

室で授業を受ける時や長い期間参加できずにいた体育の授業に出るとき、つまり、新しい

ことに挑戦するときに戻れる場所、すなわち保健室がＡ子の基地のような場所になってい

る場合もあった。 
 養護教諭が、「ボランティア活動のようないろいろな人との交流の機会をとおしてコミュ

ニケーションの範囲を広げ、所属できる場所が小さなグループや学級以外にあることを体

験させたいと考えた（表２－１１－ウ）」ことと、「Ａ子に何か自信を持たせたい、好きな

パソコンをいかせないか（表２－７８－ウ）」と思ったことから働きかけ、Ａ子は、「ボラ

ンティア活動に参加したり（表２－１１、２５）」、「パソコン部の活動に参加した（表２－

８４）」。これは、保健室や教室以外に新たに所属できる場所としてＡ子にとっては居場所

となっていたのではないだろうか。 
安心していられる場所、新しいことに挑戦するときに戻れる場所、所属できる場所を確

保することで生徒の課題解決の能力を高める意味があるものと思われる。 
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（２） 緊張状態からの解放 
 
 初回面談で養護教諭は、生徒の緊張状態を和らげる対応をして、生徒が安心して気持ち

を表出したことは、先にも述べたとおりである。 
豊嶋２６）は、学校における相談活動について、「まずは《共にあり》、次に脱学校的な活動

を《共に行う》ことから、始めてみると良い。中略《共に行う》のは、《関心を向け、寄り

添い共にあろうとする覚悟》をさりげなく伝える効果がある」と述べている。Ａ子の事例

では、初回面談の後、教室で授業に参加するまでに、養護教諭が、緊張を和らげ、保健室

を安心して利用できるようにさせたい。そのために、「Ａ子の興味のあることやリラックス

できることを会話の中から見つけ、その中に保健室でできることがあれば取り入れてはど

うかと考えた（表２－１５－ウ）」。Ａ子と会話をし、「コラージュの作品を一緒に作り（表

２－１７、１８）」、「保健室登校１２日目、コラージュを細部にまでこだわって完成させた。

完成したコラージュを養護教諭とお互いに紹介しあった（好きなアーティスト、好きな食

べ物、行ってみたいところ）笑顔で、饒舌に話した（表２－２１－ア）」。Ａ子にとって、「コ

ラージュは楽しく、行動する力が湧いてくるような効果があったのではないかと考えられ

る（表２－１８－ウ）」。その後、「保健室に来た友人とおしゃべりをしたり（表２－２２－

ア）」、誘ってくれた「友人と一緒に教室に行き、授業に参加できた（表２－２３－オ）」。 
 このように、緊張状態から解放する対応は、信頼関係を深めると共に、生徒の課題解決

の能力を高める意味があるものと思われる。 
 

（３） コミュニケーション能力を高める 
 
 Ａ子の事例では、コミュニケーション能力を高めるため、「初期段階では、周囲の人間関

係を調整し（表２－１３）」、「その上で本人を交え（表２－２２）」、人とかかわる経験を積

んでいけるようにしていた。後にＡ子は、「修学旅行に参加したくない理由を母親に感情的

にならず、はっきりと説明できた（表２－９７－オ）」。門脇２７）は、「人間の社会力は他者

との相互作用によって培われるものである」と著している。日常的な他者との相互作用の

代表的なものが身近な人とのコミュニケーションではないかと思われる。このように、コ

ミュニケーション能力を高める対応は、生徒の課題解決の能力が高められる意味があるも

のと思われる。 

 
   ４ 対応を導き出す養護教諭の思考・判断のよりどころとなるもの 
 
小林ら２８）の研究では、健康教育を支える基盤としての能力（健康観、子ども観、養護教

諭観、教育観）が基盤能力として、基本能力・成立能力の方向性を規定しながら、相互に

作用し機能を高めあっていることが捉えられた。新谷２９）の研究では、「養護教諭の深い子

ども理解、現象の洞察力、子ども観・教育観を含んだ養護教諭の思考は、養護教諭の「専

門的立場からのニーズ」である子どもにとって今何が必要なのかという判断を生みだし支

えていた」と報告している。 
 筆者が日々の実践の中で大事にしていることは、生徒が置かれている混沌とした状況に
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共に向きあい、養護教諭として生徒の状況をわかろうとしながら（なぜだろう、これでよ

いのかを常に問い）かかわることである。このことが、様々な状況において思考・判断の

よりどころとなっているものと考えられる。例えば、Ｂ子が「初回面談の席に緊張した状

態でやってきたのを見て（表３－６－ア）」、「どのような話が出てもＢ子を尊重しようと思

い（表３－８－ウ）」、Ｂ子が「言葉に詰まったときに手助けしている（表３－８－エ）」。

この対応によってＢ子は、「学年主任と学級担任の問いに何とか答えた（表３－８－オ）」。

この対応はＢ子にとって、「自分で考え、自分の言葉で話すペースが守られる意味があった

（表３－８－キ）」。Ａ子の事例では、「生徒の状況をみて対応の見直しをしながら（表２－

５８、７０）」かかわりを継続していた。「Ａ子が高校３年生の学校祭に参加した後、野球

応援には参加できないと申し出た際（表２－１１３－ア）」、他の教員からは「わがままで

はないか、出たい行事を選んでいるのではないかと言う意見が出る中（表２－１１５－カ）」、

養護教諭と学級担任は、「Ａ子が『学校祭の準備のときから、周りとうまくやるためにいっ

ぱいいっぱいでした。授業は何とか出ているけど、今は行事は無理です。すみません』と

話した（表２－１１４－オ）」ことから「甘えやわがままではないと判断して（表２－１１

５－エ）」対応している。 
 時には、Ａ子の状況や反応から養護教諭が対応を見直すこともあった。「体育の授業にな

かなか参加できないことで、Ａ子が養護教諭に気を遣って謝っている（表２－５８－ア）」。

ここで養護教諭は、「体育の着替えの件での養護教諭の働きかけがプレッシャーになってい

る（表２－４５～４８）」と感じている。そして、養護教諭自身の対応を見直さなければと

思った。さらに、遅刻をしてきた日も、Ａ子なりに考えて、頑張って過ごしていることが

わかった。「何日かに一度でも授業に全部参加できる日があるのは、確実に前進しているの

ではないかと考えている（表２－５８－ウ）」。「１年生の冬季休業明けの欠席の理由をＡ子

が話した時には（表２－６９－オ）」、養護教諭も学級担任もＡ子が講習を休まず、保健室

も利用せずに頑張っていた陰で、大変な思いをしていたことに驚いた。Ａ子は「養護教諭

や学級担任に心配をかけないようにしたい、期待を裏切らないようにしようと思っていた

のではないかと判断し（表２－７０－ウ）」、「ゆっくりと始めよう。と声をかける（表２－

７０－エ）」対応をとっている。また、表２－７４、９３、１２０では、Ａ子が、一見マイ

ナスに見える状態でもＡ子なりの頑張りがあると養護教諭が認識している。 



ア イ ウ エ オ カ キ
Ａ子の状況　 Ａ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ａ子の反応 備考・その他 対応の意味

1 １年生夏期講習会（全員参
加）の後半から夏季休業明け
にかけて欠席が続く。

母親から欠席の電話連
絡が連日担任宛にある
「体調が悪いので休ま
せます」

１年学級担任が欠席の状
況を養護教諭に報告し、
家庭訪問等の計画を立て
ようとしていた。

2 市民広報に保健所の思春期電
話相談のことが載っていて、
母親からＡ子に電話してみて
はどうかと勧めたところ、本
人が電話をかけた。電話の相
談相手から「保健室に行って
みてはどうか」と勧められた
が、中学校まで保健室を利用
したことがなく、どうしたら
よいのかわからないとのこと

母親から学級担任に
電話連絡。

自分で電話相談に電話
できたことは、大きな
一歩ではないか。自分
で動き出そうとしてい
るのではないか。保健
室で何か支援ができそ
うだ。

朝最初からでなくても、
本人が登校しやすい時間
に、いつでも保健室を利
用できることを学級担任
から電話で伝えてもらっ
た。

学級担任が連絡をした翌日、通
常の登校時刻に登校し、保健室
に来室した。登校手段は母親の
車で送ってもらった。

電話連絡を受けた担任が
養護教諭に報告、相談。

Ａ子は学校へ行く
きっかけをつかむ。

3 保健室登校初日。保健室に
入ってきたときは、表情が硬
く、肩に力が入っていて、か
なりの緊張状態に見えた。い
すに座ってから 来室者が入

このままでは、明日か
らまた、家に閉じこ
もってしまうのではな
いか。緊張をほぐし、
肩の力が抜けるような

和室（畳の部屋）に一緒
に移動した。寝ころんで
手足を伸ばす格好をし
た。

Ａ子は、養護教諭と同じ格好で
畳の上に寝ころび、欠席の理由
を話し始めた。

Ａ子は、校内に居ら
れる場所があること
を知る。心身を解放
して、話しても大丈
夫 と 感 じ る 場 を 得

表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

すに座ってから、来室者が入
口の戸を開けるたびにそちら
を見て、落ち着かない様子
だった。

肩の力が抜けるような
楽な姿勢で体を解放で
きる状態で話をした方
がいいのではないか。

夫 と 感 じ る 場 を 得
る。

－17－
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表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

4 生徒の主体性の尊重
し、生徒の言いたいこ
とを言わせる。初回は
無理に話させず、信頼
感家を築くよう努める
ことが大事ではない
か。

「今日は、よく学校に来
たね。会えてうれしい
よ。話したくないことは
無理に話さなくてもいい
からね。難しい言葉でな
く、思い浮かんだ単語で
もいいから、話せること
を話してみて。今後のこ
とを一緒に考えよう」と
声をかけた。

Ａ子「学校祭（夏季休業直前に
実施）が終わったあたりから、
一緒にお昼を食べているグルー
プのＢ子さん、Ｃ子さん、Ｄ子
さんがよそよそしい感じがして
いました。特に、Ｂ子さんは
メールアドレスを新しくしたの
に、私にだけ教えてくれない。
私は、中３の秋ごろ同じクラス
の女子に無視されて、つらくて
学校に行きたくないと思ったこ
とがありました。でも、卒業ま
で後少しと思って学校に出るよ
うにしていました。違うクラス
に仲のいい友達がいて、その子
（Ｅ子）が励ましてくれたから
頑張れたけど。今も中３の時の
ようになるのではないかと不安
で教室に行けないです。同じ中
学校から今のクラスに私一人な
ので友達がいないのだと思いま
す。家で、自分で勉強していま
すが、思うように進まないで
す。学校で先生に教わりたいで
す。高校は卒業したいです。」
と 一気に勢いよく話した

Ａ子は、主体性を尊
重され、思っている
ことを話し、聞いて
もらう。

と、 気に勢いよく話した。

5 教室以外にも活用でき
る場所があることを知
らせ、また来てみよう
という気持ちを持てる
ようにする必要がある
と思った。

「頑張ろうと気負いすぎ
ず、学校には教室以外に
も保健室も礼法室もその
他の部屋もたくさんある
から、そこを活用しなが
らこれからのことを一緒
に考えよう。女子の友人
関係は、今のまま固定で
はないよ。とても流動的
だから、Ｂ子さんたちと
の関係が今ダメだから全
部ダメではないからね」
と声をかけた。

Ａ子「明日も最初から保健室に
行ってもいいですか？」と話し
た。

Ａ子は明日も学校に
行こうという気持ち
が湧く。

－18－
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表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

6 ２日目。Ａ子「今日は親が仕
事が早い時間からだったの
で、自転車で来てみました。
本当は、学校に来るかどうか
悩んだのですが、教室に入れ
なくても学校には行ってみな
さいと親に言われたので来ま
した」

親に言われたので来ま
したという話し方が気
になった。親からの自
立の過程？自分の考え
と親の考えを分けて認
識できるようにさせる
必要があるのではない
か。

「自転車で来たのね。す
ごいよ。ところで、親の
言うとおりに来たと言っ
ていたけど、Ａ子さんの
気持ちは？」と聞いた。

Ａ子「私も、授業に出られなく
てもとりあえず行ってみようと
思って来ました」

Ａ子は、親の考えと
自分の考えを分けて
振 り 返 る 機 会 を 得
る。

7 自転車で来きたこと
は、親が車で送ってく
るよりも、本人の意思
と行動する力が強くな
ければできないことで
はないか。通学手段に
も注目する必要がある
のではないか。

Ａ子の状態を把握する際
に、登校手段をＡ子の自
分で行動する力の量を見
るバロメーターとして捉
える。

8 ２校時が終わり、保健室に
戻ってきて、とても急いで帰
ろうとしたので、座らせて
「どうしたの？」と尋ねた。
Ａ子「エプロンをつくってい
るときに学級担任が来て、い
つごろから教室に行けるかと
聞 か れ て 、 と て も プ レ ッ
シャーを感じました。いつ頃
から何てわからないし、答え
られないです」

学級担任はＡ子を早く
教室に行かせようと
焦っているのではない
か。

「それは、きつかった
ね。プレッシャーに感じ
ることはないよ。今日は
今日、明日は明日で自分
の考えを大切に行動しよ
う。親や学級担任とあな
たの考えが違うことが
あってもいいのよ」

少し落ち着いた様子になり、さ
ようならと挨拶をして下校し
た。

家庭科教員がエプロン
作りの実習をしようと
Ａ子に声をかけた。実
習の途中、学級担任も
様子を見に行き、声を
かけた。

Ａ子は、保健室以外
の場所で活動する経
験をする。

－19－
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表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

9 Ａ子が下校してから学級
担任に、帰りの様子を知
らせ、今のＡ子の状態で
は、教室にいつから行く
かどうかを話題にするの
は早いのではないかと話
した。

１年学級担任は早くＡ
子を教室に行かせたい
と考えていて、焦って
いる様子だった。

養護教諭が学級担任
の焦りを把握し、働
きかけることで、Ａ
子は、自分のペース
が守られる。

10 ３日目。バスで登校。Ａ子
「昨日、Ｃ子さんからメール
がきたけど、気が付いたのが
夜遅くて返事はだしませんで
した。返事は今日だそうか
な」

「今日でもいいと思う
よ。Ｃ子さんも含めて、
今、話しをするとしたら
クラスの誰としたい？」

Ａ子　しばらく考えて「思い浮
かびません」

11 ボランティア活動のよ
うないろいろな人との
交流の機会をとおして
コミュニケーションの
範囲を広げ 所属でき

「そうか、今は思い浮か
ばないのね。Ｂ子さん、
Ｃ子さん、Ｄ子さんとの
グループの関係が全てで
はないよ 他の人とも交

説明を聞いて、興味を持った様
子。後に２回のボランティア活
動に参加した。

Ａ子は、校外で活動
する経験をすること
で人間関係を広げ、
居場所を増やすこと
ができる範囲を広げ、所属でき

る場所が小さなグルー
プや学級以外にあるこ
とを体験させたいと
思った。

はないよ。他の人とも交
流してみてはどうかな。
来月、町の敬老会のボラ
ンティア活動があるんだ
けど、よかったら参加し
てみない？私が顧問だか
ら引率するよ」

ができる。

12 Ａ子「みんなが普通にできる
ことを私はできない。みん
な、普通に学校に来て、授業
受けているのに私はできな
い」

人との比較ではなく、
自分で目標を立てて、
それに向かう経験をさ
せる必要があるので
は？その結果、達成感
や自信を得るのではな
いか？

－20－
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13 Ａ子が下校した後Ｂ
子、Ｃ子、Ｄ子が保健
室に来室。

Ｂ子は「私たちが悪い
と思われるのは嫌だ」
という思いが強いよう
だ。Ｄ子が比較的冷静
で客観的に話しができ
そうだ。

Ｄ子だけに後で話しを
聞いた。

Ａ子は、現時点で自
分で調整できない周
囲の人間関係を養護
教諭に整えてもら
う。

14 ５日目。学級担任に、Ａ子
「３人と会って話をしていた
方がいいことは分かっている
けど、怖いです」と話した。

Ａ子は学級担任に自分
の気持ちをはっきりと
伝えることができてい
ると思った。

学級担任から３人と直接
会って話をしてみてはど
うかと提案。

15 ６日目。 緊張を和らげ、保健室
を安心して利用できる
ようにさせたい。その
ために、Ａ子の興味の
あることやリラックス
できることを会話の中
から見つけ、その中に
保健室でできることが
あれば取り入れてはど
うか？

「Ａ子さんはにとって、
１日の中でリラックスで
きるときは何をしている
とき？」

Ａ子「犬と散歩をしていると
き、熱帯魚の世話をしている
とき、あとは、部屋で読書を
したり音楽を聞いているとき
です」

Ａ子は興味のあるこ
と、リラックスでき
ることを自覚する。

うか？

16 登校した日も欠席した
日も、１日の中でリ
ラックスできる時間を
持つことはＡ子にとっ
て大切ではないか。特
に、屋外で体を動かす
犬の散歩は家にこもり
がちなＡ子のリフレッ
シュには重要ではない
か。

「私もそうだけど、じっ
として考えすぎたり、緊
張が強いときにこそリ
ラックスできる時間を持
たないとまいってしまう
よね。特に、犬の散歩の
ように外で体を動かす時
間は大切だね。ねえ、Ａ
子さん、学校を休んだ日
も犬の散歩は日課にしよ
うよ」

Ａ子「あ、先生、実は学校欠席
した日も犬の散歩は毎日してい
ました」

Ａ子は、犬の散歩で
屋外で体を動かす機
会を持っていること
が緊張を和らげるこ
とにつながることを
自覚する。

－21－
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17 （中学校の時の美術部の活動
の話をしている中で）Ａ子
「先生、コラージュってわか
りますか？私、それを作った
ときが一番楽しかったです」

心理技法的な意味は特
に重要視せず、養護教
諭とＡ子のお互いが自
己開示し、信頼関係を
築く手段としてコラー
ジュを活用しようとし
た。

「コラージュいいね。
あ、Ａ子さん、コラー
ジュしようか。例えば、
私の好きなもというテー
マでそれぞれ作って、で
きあがったら紹介しあう
のはどう？」

Ａ子　楽しそうに笑顔で「やり
たいです」

Ａ子は、楽しいと感
じることをきっかけ
に、やる気や意欲が
増す。

18 Ａ子 早速、作り出す。帰り
の時間が近づいたあたりに、
作業を続けながら（50分ぐら
い作業した後）「先生、私、
覚悟ができてきました。来週
か ら 授 業 に 出 て み よ う か
な？」と話す。

養護教諭はこのとき急
なこの発言に意外な感
じを受けた。しかし、
振り返ってみると、Ａ
子にとってコラージュ
は楽しい→力が湧いて
くる→授業に出てみよ
うかなと言う考えが浮
かぶという流れだった
のではないか。

実際に、授業参加するのは、
１３日目。１１日目、Ａ子
「先生、今日は授業にはまだ
出られないけど、時間割どお
り全部道具を持ってきまし
た」

Ａ子は、授業に出て
みようかな、ボラン
ティア活動に参加し
てみようかなという
気持ちが湧く。

19 Ａ子「本当は、今日みたいに
朝みんなより遅れてくるのも

登校するなら朝から、
授業に出るのならば１

「最初から完璧でなくて
もＯＫなんだよ 参加で

１３日目から数時間ずつ授業
に参加した

Ａ子は、物事には複
数の可能性があり朝みんなより遅れてくるのも

いやなんです。きちんと朝か
ら来て、１時間目から６時間
目まで出席しなければいけな
いと思います」

授業に出るのならば１
時間目から全て出席し
なければならないと
思っているようだ。
いっぺんに完成させる
のではなく、少しずつ
増やしたり、時には休
んだりしながら柔軟に
目標に向かう体験をさ
せることが必要ではな
いか。

もＯＫなんだよ。参加で
きそうなものから少しず
つ増やしたり、時には休
んだりしながらでいいん
だよ。柔らかく、何でも
ありというつもりで少し
ずつ進もうよ」

に参加した。 数の可能性があり、
選択肢をたくさん
持っていいことを知
る。

－22－



ア イ ウ エ オ カ キ
Ａ子の状況　 Ａ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ａ子の反応 備考・その他 対応の意味

表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

20 ２日欠席の後。１０日目。バ
スで登校。Ａ子「先生、ボラ
ンティア活動に参加します」
と養護教諭に話し、学級担任
が来たときに保護者承諾書を
提出した

授業に出てみようかな
と思っても実行できな
いまま、２日の欠席。
しかし、ボランティア
に参加したいという。
Ａ子が揺れているなと
感じた。

Ａ子は気持ちの揺れ
を受けとめられる。

21 １２日目。コラージュを細部
にまでこだわって完成させ
た。
完成したコラージュを養護教
諭とお互いに紹介しあった
（好きなアーティスト、好き
な食べ物、行ってみたいとこ
ろ）笑顔で、饒舌に話した。

笑顔で、こんなにたく
さん話ができる子なん
だなと思った。安心し
た。

Ａ子は、自分の作品
を養護教諭と紹介し
あい、笑顔でたくさ
ん話す時間を養護教
諭と共有し、信頼を
深める。

22 休み時間にＣ子、Ｄ子がき
て、おしゃべりをした。
（メールアドレスのこと、

友達と話をして、うれ
しい、楽しいと感じる
経験を今後も積み重ね
て くことが大事では

Ｃ子、Ｄ子が教室に戻ったあと
Ａ子が「うれしい。中学校の時
はこんなふうに会いに来てくれ
る人は なか た と話す 養

Ａ子は同級生と交流
する機会を確保され
た。

秋祭りのこと） ていくことが大事では
ないか。

る人はいなかった」と話す。養
護教諭が会ってみてどうだっ
た？と聞くと「会ってみること
は思っていたより簡単だと思い
ました」と答えた。
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23 １３日目 １校時が始まる前に
Ｄ子が来室し、Ａ子
に「おはよう。ね
え、教室行こうよ」
と声をかけ、手を
握った。

自分で数日前から時間
割どおりの道具を持っ
てきたこと、Ｃ子、Ｄ
子と会って話をしたこ
とから、教室に行って
みる力がＡ子に高まっ
てきたところに、友人
（Ｄ子）の力、勢いが
加わって教室に行くこ
とができたのではない
か。

勢いにＡ子が「うん」と答えて
立ち上がった。そのまま、教室
へ移動。１校時から３校時まで
教室で授業参加。

Ａ子は、自分の行動
する力に、養護教諭
と友人の力を加え
て、課題解決へ前進
する。

24 ４校時「胃が痛い」と訴え保
健室へ（体温35.9℃、脈72回
／分、保健室休養）最初、胃
が痛いと言っていたが、興奮
した様子で「緊張したけど、
教室に行けました。授業にで
ました」と話した。

久しぶりに教室で授業
を受けたので、体も反
応しているのだなと
思った。教室に行くこ
とができたことは、大
きな自信につながるの
ではないかと感じた。

養護教諭から 大きな壁
を自分で越えたことに自
信を持つよう話した。

Ａ子は、教室に行く
ことができるという
自信を得た。

25 敬老会ボランティア活動参 上級生との交流も含 ボランティア主催側の 最初は緊張した様子だった Ａ子は異年齢の人と25 敬老会ボランティア活動参
加。

上級生との交流も含
め、学級だけではでき
ない経験を増やすこと
で、視野を広げること
ができるのではない
か。

ボランティア主催側の
スタッフや参加生徒に
協力を求めた。

最初は緊張した様子だった
が、３年生とペアを組んで老
人を座席に案内したり、Ｓ
子、Ｔ子と弁当運搬と袋詰め
の作業をしているうちに、笑
顔でおしゃべりをする様子が
見られた。

Ａ子は異年齢の人と
交流する機会を得
た。

26 １４日目。保健室で学級担任
にボランティア活動の感想を
話す「ボランティアは疲れた
けど、楽しかったです」

担任とは明るく話して
いる様子だったが、先
週ほどの元気がない印
象を受けた。

積極的に養護教諭から働
きかけや、提案はせず見
守った。

Ａ子は、元気がない
ときも見守られ、
ペースが守られる。
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27 １７日目。バスで登校。 定期考査が近づき、本
人が今後どうしたいの
かを確認し、学校での
支援体制を整える必要
があるのではないか。

学級担任と相談のう
え、面談をした。

学級担任と面談（保健室で養
護教諭も同席）今後どうした
いのかについて
Ａ子の話の要点
・この学校を卒業したい。
・卒業して、専門学校（服飾
系）に進学したい。
・勉強したい。授業に出ない
とみんなについていけない。
勉強したいけどどうしたらよ
いのかわからない。

職員朝会にて学級担任か
ら全職員へ連絡・Ａ子の
状況・定期考査を受ける
こと・各教科担当者への
指導のお願い（課題、空
き時間の指導等）をし
た。

Ａ子は、高校を卒業
し、進学したい意思
をわかってもらい、
学習の機会を確保さ
れる。

28 ２校時 理科の教科担任が来
室 欠課分のノートの写しを
届け、指導理科教員が最後に
３校時の理科の授業に出ない
かと誘った。Ａ子「はい、
行ってみます」と答えた。

若い理科の教員の熱心
な指導で、自習だけで
はわからなかった部分
が理解でき、うれしそ
うな様子。元気が増し
てきたように見えた。

２校時 理科の教科担任
が来室 欠課分のノート
の写しを届け、指導。

Ａ子は、自学ではな
く、教員からの指導
により、わかること
の楽しさ、もっと学
びたいという気持ち
を実感する。

29 Ａ子が養護教諭に「鞄とか 保健室が基地のような ３校時 教室へ 理科の授業に Ａ子は 新しいこと29 Ａ子が養護教諭に「鞄とか
ここに（保健室に）おいて
いっていいですか？」と話
し、教科の道具だけ持って
教室へ

保健室が基地のような
場所になっている。鞄
を置いていく行為か
ら、小さな子どもが遊
んでいる途中にお母さ
んを確認にくる行動が
連想される。いつでも
戻ることのできる場所
を確保することで、安
心して教室にいけるの
ではないか。

３校時 教室へ 理科の授業に
参加。休み時間、保健室に来
て、「次の時間も出てみます」
と話し、次の教科の道具を持っ
て教室へ。

Ａ子は、新しいこと
に挑戦する時に、い
つでも戻ることので
きる場所を確保す
る。

－25－



ア イ ウ エ オ カ キ
Ａ子の状況　 Ａ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ａ子の反応 備考・その他 対応の意味

表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

30 いろいろな教員との関
わりもＡ子の力になる
のではないか。

校長退室後Ａ子が「校長先生が
声をかけてくれて、うれしかっ
たです。校長先生と話をしたの
は初めてです」とはしゃいだ様
子で話した。

校長が来室してＡ子に声
をかけた「Ａ子さん、先
生方全員が応援していま
すよ。ゆっくりでいいか
ら、進んでいきなさい」

Ａ子は、多くの教員
と関わる機会を得
る。

31 １９日目。２学期になって
初めて昼食を持参した。Ａ
子「いやあ、教室ではなく
て、昼ご飯を食べていると
きに沈黙ができると自分が
悪いからではないかと思っ
てしまいます」

昼休み Ｂ子、Ｃ子、
Ｄ子の３人が来室し、
昼食を一緒にとる。Ｄ
子がムードメーカーに
なりながら、食事をし
ていた。

自分が悪いと思ってし
まう→自己肯定感の低
さ。食事をとりながら
の会話は、高度なコ
ミュニケーション能力
を要するので、保健室
で他の来室者を交えな
がら、時間をかけて
ゆっくりと経験を積ん
でいく必要があるので
はないか。

Ａ子は、自分だけで
はどうしようもでき
ない課題（自己肯定
感の低さや友人との
コミュニケーション
能力の低さ）を養護
教諭に把握される。

32 ２０日目。バスで登校。 Ｓ子がＵ子を連れて来
室。Ｓ子「Ａ子さん、

Ｓ子、Ｕ子等がＡ子の
今後の力になってくれ

Ｓ子の誘いに、Ａ子「参加して
みようかな。」Ｕ子の誘いに、。 、

この間のボランティア
一緒にやって楽しかっ
たよね。次の募金のボ
ランティアも一緒に出
ようよ」とＡ子に声を
かけた。Ｕ子「ねえ、
一緒に次の授業に行こ
う」

今後
る存在ではないか。

う 。」 誘 、
Ａ子「うん」５校時 鞄は保健
室に置き、必要な道具を持って
教室へ 現代社会の授業に参
加。

33 ２１日目。Ａ子「５時間目の
体育の時の移動が不安です。
話しかけられるのは、気にな
らなくなったけど、話しかけ
ていやな顔されたらどうしよ
うと思うと、話しかけられな
いです」

体育は教室で座って受
ける授業と異なり、Ａ
子にとっては新しいこ
とに対する不安となっ
ているのではないか。

Ａ子は、自分だけで
はどうしようもでき
ない課題（体育の授
業への不安、自分か
ら話しかけることへ
の不安）を養護教諭
に把握される。
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34 Ａ子は、担任を見て表情を硬
くし、肩に力が入り、緊張し
た状態になった。どうにか、
早退すること、次のボラン
ティアに参加することを担任
に話した。担任は、なるべく
早退しないようにと話し、Ａ
子がさらに緊張を強くし、何
も話さない状態になった。

学級担任とＡ子の関係
は教室にＡ子が戻るた
めの重要な資源になる
のではないか。養護教
諭は、Ａ子も学級担任
も犬を飼っていて、以
前、それぞれ犬の話を
楽しそうにしていたの
で、犬の話をしたらお
互いにうち解けられる
のではないかと思っ
た。

「○○先生、犬を飼って
いらっしゃるんですよ
ね。Ａ子さんも犬を飼っ
ていて、世話も全部やっ
ているんですよ」と話
し、学級担任とＡ子の互
いの自己開示と交流を促
した。

担任が「犬飼ってるのか、種類
は何？」とＡ子に話しかけ、Ａ
子も緊張がほぐれた様子で、犬
の話で盛り上がっていた。

保健室に戻り、母親が迎
えに来るまでの間、学級
担任が声をかけに来室。

Ａ子は、学級担任と
互いの自己開示し、
交流する機会を得
て、担任への緊張が
和らぐ。

35 養護教諭不在時も保健
室と同様に、安心で安
全な基地となる場所が
必要ではないか。家庭
科の試食室ならば、親
しみやすい家庭科教員
が隣の部屋にいて、利
用しやすいのではない
か。

養護教諭不在時の対応に
ついて、家庭科教員と学
級担任の二人に相談し
た。

36 ２２日目。自転車で登校。
明日からの定期考査が終了
後、養護教諭が２日間出張
のため不在の日があること
を知らせた。Ａ子「私も休
んでいいですか？」

帰る前に、家庭科の試食
室に一緒に行ってみた。

以降、養護教諭不在時は、欠
席することなく、試食室で家
庭科教員とともに過ごした。

家庭科教員がＡ子に部屋
の説明と養護教諭がいる
ときでも、いないときで
もいつでもいらっしゃい
と話した。

Ａ子は、養護教諭不
在時にも、安心して
登校できる環境を確
保される。
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37 街頭募金ボランティアに参
加。

Ｃ子、Ｄ子、Ｓ子、Ｔ子、Ｕ子
等１年生や２年生達と笑顔で大
きな声で呼びかけて活動した。

Ａ子は、同級生や異
年齢の人と交流する
機会を得たふだんは
なかなか経験できな
い、屋外で大きな声
を出す活動の経験し
た。

38 ３０日目。欠席。祝日にボラ
ンティア活動のあと、中学校
の同級生と遊んで楽しく過ご
したのに、今朝になって「学
校へ行きたくない」と言った
ので、わがままではないかと
注意したところ怒って部屋に
入ったまま出てこないとのこ
と。

欠席 母親から学級担
任に電話連絡。

Ａ子なりの理由があっ
て、今回の欠席早退に
至っているのではない
か。うまく表現でき
ず、母親に理解しても
らえないでいるのでは
ないか。

Ａ子は、欠席、早退
には自分なりの理由
が必ずあることを理
解される。
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39 ３３日目。 「ボランティア寒い中よ
く頑張ってくれたね。そ
の後、何かあって欠席と
か早退になっているので
しょう。Ａ子さんは理由
もなくそんなことはしな
い人だと思う。いったい
どうしたの？」

Ａ子「土曜日に学校から帰っ
て、Ｅ子さんと遊びました。そ
の時に、月曜日（祝日）も遊ぶ
約束をして、ボランティアの後
で一緒に買い物に行きました。
そこで、中学の同級生で中３の
とき私を無視した友達と会っ
て、Ｅ子さんは楽しそうに話を
していて、私はそこから逃げ出
したくなるくらいいやだったけ
ど、我慢して話が終わるのを
待っていました。帰宅してか
ら、部屋に引きこもっていまし
た。火曜の朝、母親に学校に行
きたくないと言ったらわがまま
と言われ口げんかをして、ま
た、部屋にいました。あっ、先
生でも、犬の散歩は行きまし
た」

Ａ子は、欠席の理由
について、自分の言
葉で語り、受けとめ
られる。

40 少し沈黙した後、「先生、
私 中３の無視されたときか

「中３の時のことはつら
かったんだね よく話し

Ａ子「親とけんかしたときと
か いやなことがあったとき

Ａ子は、これまで話
せなかったリスカ私、中３の無視されたときか

ら時々、リスカしちゃうんで
す」左の手首を養護教諭に見
せた。（軽い擦過傷が複数あ
り。形状は直線。古い傷や深
い傷はなし）

かったんだね。よく話し
てくれたね。一人でしん
どかったね。どんなとき
にリスカしちゃうのか
な？」

か、いやなことがあったとき
とか・・・。定規でこするん
です」

せなかったリスカ
（手首への自傷行
為）について、語り
を受けとめられる。

41 リラックスできる時間
の持ち方を工夫するこ
とで、不安なとき、い
やな気分のときの対処
法を自傷行為以外に体
得できるのではない
か。

「不安なとき、いやな気
分のときに手首を傷つけ
る以外の気持ちを表現し
たり、気分転換をする方
法をこれから一緒に探し
てみようよ」

Ａ子「先生、こういうの見て
気持ち悪くないですか？」
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42 「ちっとも気持ち悪くな
いよ。よく見せてくれた
ね」

Ａ子 涙目で頷く 「先生ま
た、やっちゃったら先生に知ら
せます」

Ａ子は、自傷行為を
したときにも相談で
きる人を得る。

43 ３４日目。バスで登校。Ａ子
「なんか、ちゃんと話したつ
もりだったのに、最後には
「親を困らせてうれしいの
か」と言われて、私だって苦
しいって言いそうになったけ
ど我慢しました。親がもっと
怒ってつらいかなと思って」

親を思いやり、自制で
きているなあと感じ
た。逆に言えば、お母
さんは自分の気持ちを
自分の中に留めておく
ことができずＡ子にぶ
つけてしまうことがあ
るのではないか。

「発言の先を考えて我慢
したんだ。すごいよ」

Ａ子は、母親への気
遣いや優しさを理解
される。

44 養護教諭から体育教員
に、以前Ａ子が体育への
移動を不安だと話してい
たことを伝えた。養護教
諭が明日面談してみるこ

３５日目。体育教員から
学級担任と養護教諭に話
し。Ａ子が体育を見学す
ることが続いている。持
病等の事情がなければ体

Ａ子は、体育の授業
に参加できないとい
う課題を把握され
る。

諭が明日面談してみるこ
とにした。

病等の事情がなければ体
育の授業に参加させたい
と思い、Ａ子に声をかけ
たが「見学させてくださ
い」と言うだけで、理由
は話さなかった。見学も
制服のままでしている
が、見学生には運動着に
着替えるよう指導してい
る。今後どのようにした
らよいか。
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45 Ａ子「体育の授業の前にみん
なと一緒に運動着に着替える
ときに見られているような気
がします」

「着替えの時に見られて
いる感じがして不安なの
ね。気がするのと実際に
そうなのかは別だよ。実
際にそうなのかどうかは
ともかく、何かいい方法
ないかな。一緒に考えよ
うよ。例えば着替えの場
所を変えるとか」

Ａ子「更衣室以外で着替えて
もいいんですか？」と驚いた
様子で言う。

46 着替えの場所は更衣室
以外でなければならな
いと思っている。柔軟
性がない。

「場所にもよるけど、ど
うしても更衣室で着替え
なければならないという
ことはないでしょう」

Ａ子「えー、トイレとか？」
「行ったことがあるのは、保
健室、試食室、和室です」

Ａ子は、物事には複
数の可能性があり、
選択肢をたくさん
持っていいことを知
る。

47 具体的なイメ ジを想 「トイレね 他にはない Ａ子「保健室にきていいです Ａ子は 課題解決の47 具体的なイメージを想
像させる。養護教諭が
決めつけず、本人が考
えて答えを出すこと
で、自立を促し、結果
本人の成長につながる
のではないか。

「トイレね。他にはない
かな。いくつでもアイ
ディアを出してみたら、
保健室でもいいよ。体育
館に近い方だと試食室か
な。和室は遠回りになる
かな」

Ａ子「保健室にきていいです
か」

Ａ子は、課題解決の
ための選択肢を明確
にする行動するため
の具体的なイメージ
を想像する。
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48 Ａ子「体育しばらく出てない
し、運動得意じゃない
し・・・」

着替えだけでなく、体
育実技への不安、みん
なの前で失敗したくな
い思いが強いのかな。

「得意科目ばかりでなく
ていいんだよ。体育の先
生にあなたが不安に思っ
ていることは伝えておく
よ。とにかく体育に行く
ときは見学の場合も着替
えて、そのうえで申し出
ればいいじゃない」

体育教員に見学の申し出をす
るようになったが、着替えて
参加するようになるのは、１
年冬季休業後。

体育教員も同様の思い
で、着替えや参加を急か
さないことを確認した。

Ａ子は、体育時の着
替え、体育実技へ不
安をわかってもら
う。

49 ３７日目。かぜ気味で調子が
悪いと訴えた 体温36.0℃、
うがいをさせた。昼食は残さ
ず食べた。 体調が悪いから
明日のウォークラリーに参加
するのは無理かもしれない
と、会話の中で何度も繰り返
す。

ウォークラリーに参加
するのがいやなのだろ
う。

養護教諭と一緒に救護車
で移動してもいいし、家
庭科教員の手伝いをして
もいいし、自分にあった
参加の仕方をすればよい
と伝えた。

翌日、登校直後保健室に来て養
護教諭にウォークラリーに参加
すると話した。

50 ３８日目。ウォークラリー終
日参加 Ｂ子 Ｃ子 Ｄ子と

無理に明るくして、頑
張りすぎているように

放課後、職員室で情報交
換をしたところ 学級担

Ａ子は、行事に参加
し 集団 中で過ご日参加。Ｂ子、Ｃ子、Ｄ子と

一緒に歩いた。さらに昼食の
時には、Ｓ子、Ｔ子、Ｕ子等
同じクラスの女子が加わって
10人ぐらいの人数で食べてい
た。

張りすぎているように
見えた。この行事のあ
と、疲れて欠席しなけ
ればよいなと思った。
しかし、参加できたこ
とはＡ子にとって大き
な自信となるのではな
いか。

換をしたところ、学級担
任をはじめ他の教員も養
護教諭と同じ思いで見て
いた。

し、集団の中で過ご
す経験を積む。

51 ３９日目。Ａ子「ウォークラ
リーに全部参加できてうれし
かったです。来週は体育にも
出てみようと思います」
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52 Ａ子「好きなんですけど、で
きすぎの兄を持つとつらいで
す。親も祖母も兄ばかりかわ
いがります。比べられるし」
とぽつりとこぼすように話し
た。

劣等感が強く、自己肯
定感の低さを感じた。
学級担任に報告。後日
保護者と面談する機会
に養護教諭も同席し、
話をしてはどうか。母
親や祖母を責めるので
はなく、とにかくＡ子
の日常の中のこまごま
した行動もほめたり、
お礼を言葉にして伝え
る機会を家庭の中で増
やしてはどうか。

後に母親との面談の際に
伝えた（83ーエへ)。

Ａ子は、家族関係を
話すことができ、わ
かってもらう。

53 ４１日目。朝、胃のあたりが
気持ち悪かったので遅れてき
たと話す。顔色がいつもより
蒼白い。表情が硬い。４校時
体育見学。

先週体育に参加してみ
る（５１－ア）と自分
で言ったことが、プ
レッシャーになってい
る の で は な い か 。
ウォークラリーに参加
したこと、昨日終日教
室で過ごしたことで疲

積極的な働きかけせず、
見守る。

Ａ子は、元気がない
ときも見守られ、
ペースが守られる。

室で過 した とで疲
れているのではない
か。

54 養護教諭は、登校の方
法をこちらで指示する
のではなく、Ａ子が自
分で自分の状態や親や
周囲の状況を判断して
行動できることがＡ子
には大切ではないかと
思った。

長期的に登校手段も含
めて自分で判断し、行
動できるよう自立を促
していく支援をしてい
きたいがどうかと学級
担任に話した。

４２日目。学級担任は、
このごろ車で送ってもら
うことが多いようだ。お
母さんも大変だから、朝
バスで来るようにＡ子に
話した。

養護教諭が学級担任
の焦りを把握し、働
きかけることで、Ａ
子は、自分のペース
が守られる。
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55 Ａ子「昨日のお昼、お弁当を
食べている時、グループが盛
り上がらなくて、私のせいか
な？私はこの人達にとってう
ざい？と感じてつらかったの
で」

食事の際の沈黙を自分
が原因だと考えるの
は、自己肯定感の低さ
の表れではないか？自
己肯定感の低さとは別
に、食事をとりながら
の会話はかなり高度な
コミュニケーション技
術を必要とするのでは
ないか。（３１ーウと
同じ）少しずつ保健室
で食事をとるときに、
経験を積ませていくし
かないのではないか。
時間がかかりそうだ
が。

「グループで食べたり、
二人で食べたり、にぎや
かな時もあれば、静かな
ときもある、いろいろな
パターンがあっていいの
よ」

Ａ子は、自分だけで
はどうしようもでき
ない課題（自己肯定
感の低さや友人との
コミュニケーション
能力の低さ）を養護
教諭に把握される。

56 ４５日目（月）から４８日目
（木）かぜのため欠席。４９
日目バスで登校。顔色もよ
く、体調回復した様子。

養護教諭はバスで登校
したこと、自分で参加
する授業を決めて行動
した今日の様子から来
週は大丈夫と感じた。

翌週月曜、休まず登校。 学級担任は、来週また月
曜から欠席するかもしれ
ないと心配していた。

Ａ子は、養護教諭に
信頼される。

57 ５５日目。養護教諭出張、不
在。Ａ子は、登校してすぐに
試食室へ行ったが、家庭科教
員が授業中で入れず、職員室
へ行き、学級担任に知らせ、
開けてもらった。昼休み 試
食室で学級担任と昼食を一緒
に食べた。

昼食の時は学級担任に犬の散歩
のコースなどを笑顔で話した。

学級担任の報告では、学
級担任も急かすような言
葉がけをしないように気
を付けた。
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58 ５８日目。Ａ子「頑張ってい
るんだけど、授業に全部参加
できる日と参加できない日が
あります」「体育はまだ参加
できないです。見学のお願い
は時間ごとに体育の先生にし
ています」「すみません」
「着替えのこととか前に先生
が一緒に考えてくれたのに結
局できなくて」

体育の着替えの件、養
護教諭の働きかけがプ
レッシャーになってい
る（４５～４８）。養
護教諭自身の対応を見
直さなければと思っ
た。遅刻をしてきた日
も、Ａ子なりに考え
て、頑張って過ごして
いることがわかった。
何日かに一度でも授業
に全部参加できる日が
あるのは、確実に前進
しているのではない
か。

「それは、謝る必要な
し。最初から完璧にやろ
うとしないで、たくさん
失敗して、その度にやり
直してかまわないから
ね」

Ａ子は、自分なりの
頑張りを養護教諭に
再認識され、養護教
諭の対応の見直しを
促す。

59 ６０日目～６４日目。授業は
全て参加。昼休みは保健室で
過ごす。

教室で全部過ごした後
には２日以上の欠席が
あったが、昼を保健室
で過ごすパターンに
なってから、欠席が少
なくなっていることか
ら、授業に参加し、保
健室で昼休みを過ごす
という自分のペースが
できたのではないか

Ａ子は、学校での生
活リズムをわかって
もらう。

できたのではないか。
昼休みを保健室で過ご
しているのは、食事の
ことだけでなく、午後
に備えて休養し、エネ
ルギーを蓄える効果が
あるのではいか。
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60 ６５日目。欠席。学級担任か
ら家に電話連絡した。 本人
と電話で話をした。母親は朝
早くから仕事に行き、Ａ子は
バスで登校する元気がなかっ
たので休んでしまったとのこ
と。犬の散歩はした。

学級担任に電話でバス
で登校する元気がな
かったことや犬の散歩
の話をしていることか
ら、担任対する以前の
ような緊張感が薄れて
いるのではないか。学
級担任も急かす言い方
が減り、Ａ子とうまく
コミュニケーションを
とることができるよう
になっていると感じ
た。

学級担任から家に電話
連絡した。　本人と電
話で話をした。

61 ６７日目。６校時は、学年で
構成的グループエンカウン
ター（誕生日の輪、自己紹
介、他己紹介）を実施する予
定なので、昼休みに内容と養
護教諭が進行役を務める説明
をしたところ、見学したいと
話した。

無理に参加させない方
がよいのではないかと
考えた。

「一緒に会場に行っ
て、Ａ子さんは見学し
ていていいからね」と
声をかけた。

会場に行ったところ、学年の
生徒全員、１学年関係教員が
全て参加することを知り、
「やっぱり参加します」と
言って集団の中へ。楽しそう
にしていた。

学年２学級の規模にも
かかわらず、１組はい
いな、２組はいいなと
自分のクラスへの不満
を言い、他のクラス
（科）をうらやましが
る生徒が複数いて学年
会議で話題になり、例
年クラスごとに実施し
ていた内容を「あなたていた内容を「あなた
と仲良く、みんなと仲
良く」というタイトル
で学年全体が仲間だと
実感できるような内容
に変えて、教員も参加
して行った。
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62 Ａ子は参加後、「なんか、知
り合いが増えました。同じク
ラスの人でもよく知らなかっ
た人とかいて、今日知ってよ
かったです」と話した。以
降、冬季休業まで、授業全て
参加。

学年で構成的グループ
エンカウンターのエク
ササイズに参加すると
は思っていなかったの
で驚いた。しかし、学
級や学年の子どもたち
に集団の中で受け入れ
られる経験をしたこと
は、Ａ子の自信につな
がるのではないかと考
えた。

Ａ子は、学級や学年
の子どもたちに集団
の中で受け入れられ
る経験をする。

63 ８３日目、８４日目。両日と
もに球技大会。当日本人が、
競技には参加せず、保健室で
自習をしたいと申し出た。

体育の見学も続いてお
り、運動が苦手という
ことで、競技への参加
はしたくないのではな
いか。着替えのプレッ
シャーの件もあり、養
護教諭が先導するよう
な働きかけを控えてい
る。

学級担任、体育教員と相
談のうえ、無理に参加さ
せず、自習をさせた。

Ａ子は、自分の状況
を理解される。

64 Ｃ子、Ｄ子、S子がクラスの
応援に行こうと誘いに来た
ときには、一緒に行った。

教員が特別な指示をし
なくても絶妙なタイミ
ングで声をかけたり、
誘ったりしてくれるＣ
子、Ｄ子、Ｓ子の存在
はＡ子にとって大切だ
と思う。

誘われるとうれしそうに出か
け、戻ってからも楽しそうにク
ラスの勝敗を養護教諭に報告し
ていた。

Ａ子は、同級生と交
流する機会を確保す
る。
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65 冬季休業。全員参加の冬期講
習（８日間）では、最終日の
み欠席。それ以外はすべて参
加した。養護教諭と廊下や玄
関で会ったときにも、自分か
らあいさつをしていた。保健
室利用なし。

夏休みも講習の後半か
ら休んで、夏休み明け
に欠席が続き、頑張り
すぎるとその後欠席が
続くというパターンが
見られ、それに伴っ
て、気分の波があるの
で、養護教諭は、Ａ子
が本当に調子が良いの
か疑問があった。

学級担任も教科担任も冬
期講習の参加状況につい
て喜んでいた。

Ａ子は、今の状況だ
けでなく、これまで
の様子も併せて理解
される。

66 ８６日目。始業式。欠席。冬
休みの後半から、眠れない、
怖い夢を見ると度々訴え、今
日は顔色も悪く目の下の隈も
目立つとのこと。ここ３日は
犬の散歩もしていないとのこ
と。

母親から学級担任に電
話連絡有り。

今までにない症状「眠
れない、怖い夢を見
る」が出ていること、
このまま眠れない日が
続くのはＡ子の心身に
負担がかかることから
専門医の受診を勧める
ことにした。

心療内科、精神神経科
等複数の医療機関を紹
介するメモを用意し
た。

学級担任から母親に連絡
した。

Ａ子は、適切な医療
を受ける機会を保証
される。

67 母親は、「今週この状
態が続くようならば、
病院でも何でも連れて
行くつもりでいまし
た。行くときは、近隣
の○市にある神経内科
に連れて行くつもりで
す。受診したら、学校
に連絡します」と担任
に話した。

母親が既に受診する病
院を決めているという
ことは、やはり、今ま
でにない心配な状態な
のか？
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68 ８９日目。欠席。 母親から学級担任に
電話連絡有り。「昨
日、診察を受けまし
た。軽い睡眠薬を処方
されましたが、特に治
療は必要ないと言われ
ました。来週から登校
させます」

69 ９０日目。顔色はよく、緊張
も見られない。

　 落ち着いて話しができ
そうな様子。

保健室で養護教諭と面
談。途中学級担任も同
席。

Ａ子の話し・年が明けてから
気分が落ち込んだ。・中学の
時に自分を無視した人のグ
ループに外出先で会って、い
やな気分になった。・親戚の
年下の女の子が、いつも新年
遊びにくると一緒に遊んで過
ごしていたのに、髪を金髪に
染めて、全然話しも合わなく
なっていてとてもショック
だった。・母親が、パート先
が倒産して、仕事がなくなっ
たことでイライラしていて
しょっちゅうケンカをしてしょっちゅうケンカをして、
リスカもその度にやってし
まった。・冬期講習には頑
張って出たけど、最後の日だ
け休んでしまった。・そのあ
たりから、眠れなくて、寝て
も怖い夢ばかり見て、つら
かった。
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70 養護教諭も学級担任も
Ａ子が講習を休まず、
保健室も利用せずに頑
張っていた陰で、大変
な思いをしていたこと
に驚いた。Ａ子は養護
教諭や学級担任に心配
をかけないようにした
い、期待を裏切らない
ようにしようと思って
いたのでは？

「冬休みはＡ子さんが眠
れなくなるくらい、いろ
いろなことがあったんだ
ね。夏休み明けと同じよ
うに、保健室登校から
ゆっくり始めましょう」
と声をかけた。

Ａ子は、自分なりの
頑張りを養護教諭に
再認識され、養護教
諭の対応の見直しを
促す。

71 「お医者さんは、とても優し
い人でした。お医者さんに話
しを聞いてもらって、薬を飲
んだらとても楽になった病院
には２週間たったらまた行き

特に、医師について、
優しくて、いい人だっ
たと話したときには、
安心した様子だった。

学級担任と相談し、母親
と面談する機会を設ける
ことにした。早速、学級
担任が連絡し、母親が来
校し、面談した。には２週間たったらまた行き

ます」
校し、面談した。
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72 母親の話・信頼できな
い医師でした。２度と
連れて行きません。
（本人の診察の後、母
親と医師の２人で話し
をしたとのこと）
・（Ａ子はとても良い
先生で楽になったと話
していたことを伝える
と）「私からよく言い
聞かせます」と興奮気
味に強く言い切った。
・パート先が倒産し
て、新しい仕事を探す
のが大変だ。

母親は医師に何か嫌な
ことを指摘されたか、
学校には伝えたくない
診断名が出されたか？
母親が嫌がって、病院
を変えるとしても、Ａ
子の今後の症状を見
て、必要ならば医療機
関との連携も考えてい
く必要があるのではな
いか。しかし、母親の
気持ちにも配慮して慎
重に対処する必要があ
るのではないか。仕事
のこともイライラの原
因？

その後、症状の継続も悪化もな
く、高校在学中は、２度目の受
診はなかった。

73 ９１日目。英語教員が昼休み
養護教諭に用事があり、保健
室に来室した際にＡ子に「元
気になったか？また、英語一
緒 勉強 うな と声を

冬季休業明け、授業初
参加だったが、緊張や
興奮の様子もなく淡々
としているように見え

前 英語教員

９２日目。英語の授業に参
加。９３日目からさらに参加
する授業が増えた。

緒に勉強しような」と声をか
けた。Ａ子は「はい」と返事
をしていた。

た。前日に英語教員か
ら声をかけられたこと
が、プレッシャーに
なったのか、良いきっ
かけになったのかわか
らない。
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74 ９３日目。１校時～４校時鞄
は保健室に置き、必要な道具
を持って教室へ 授業に参
加。昼休み 保健室で昼食を
とった。すぐ帰らず、母親に
14:00に迎えにくるようお願い
したのでそれまで読書をした
いと申し出た。

６時間授業に参加でき
ているわけではない
が、自分で授業参加に
挑戦したり、昼食を
持ってきて、学校で過
ごす時間を長くした
り、Ａ子なりに学校生
活に参加しようとして
いるのではないか。

Ａ子は、一見マイナ
スに見える状態でも
Ａ子なりの頑張りが
あることをわかって
もらう。

75 １００日目。欠席。 母親から学級担任に
電話連絡有り
「実は、昨日、Ａ子
の携帯電話を取り上
げました。今回、△
万円以上の料金の請
求があり驚きまし
た。パソコンも時間
を決めて使わせま
す。そのことできつ
く注意したことと、
私の方も仕事が決ま

母親のイライラがＡ子
に大きな影響を及ぼし
ている？母親がイライ
ラした気持ちをぶつけ
る相手がＡ子しかいな
い？Ａ子が携帯電話を
たくさん使ったのには
何か理由があるのでは
ないか？

Ａ子は、母親に大き
く影響を受けている
ことを理解される。

私の方も仕事が決ま
らないことや家のこ
とでイライラして、
Ａ子とケンカしてし
まい、かなり言い過
ぎまして今朝も部屋
からＡ子が出てこな
い状態です。来週は
必ず学校へ連れてき
ますので、よろしく
お願いします」
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76 １０１日目。元気がない。左
手首にサポーターをつけてい
る。Ａ子「先週、学校を休ん
だときに親と大げんかして
ちょっといつもより強くリス
カしてしまって、血が出てい
たのでサポーターで隠してき
ました」

「ひりひりするでしょ。
手当てしようね」と声を
かけ、傷口を清浄綿で拭
き取り、傷用軟膏を塗布
した傷用パッドをはる処
置をした。

処置が始まると自分から話し
始めた。

Ａ子は、傷の処置を
受けることで、安心
して話す。

77 Ａ子「あ、でも、私もかなり
反抗して親を怒らせてしまっ
たので、それで言ったと思い
ます」少々都合悪そうな様子
で。

自分の言動を省みるこ
とができているな。

Ａ子は自分の言動の
振り返りができてい
ることを理解され
る。

78 Ａ子はパソコン部に所属して
いたが、ほとんど活動に参加
していない状態だった。

Ａ子に何か自信を持た
せたい、好きなパソコ
ンをいかせないか。
（１２－ウと同じ考え
から）

放課後、学級担任と養護
教諭がパソコン部の顧問
に相談してみた。

パソコン部の顧問は、好
きなパソコンをいかして
高校在学中にたくさんの
資格取得を目指してはど
うかと声をかけ、指導も
すると話していた。声を

Ａ子は、授業以外の
場で活動する機会を
保証される。

すると話していた。声を
かけるタイミングは、２
月の授業の参加状況等を
見て後日決めることにし
た。（８４－エへ）

79 １０７日目。スキー教室 見
学。家庭科教員の指導のも
と、他の見学者と共に自習課
題に取り組んだ。

　 担任から：スキー場ま
での移動のバス車中で
はＤ子と並んでおしゃ
べりしながら過ごして
いたとのこと。
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80 １０８日目。養護教諭に昨日
のバス車中でＤ子とたくさん
話しをして楽しかったことな
どを話す。

81 １１０日目。３校時
保健室で運動着に着替えて、
体育館へ、体育の創作ダンス
の授業に参加。

新しいことに挑戦する
ための、Ａ子なりの準
備期間があるようだ。
自分で参加しやすいタ
イミングを見計らって
いる。失敗を恐れてい
るのではないか。

以後、同様に体育の授業に参加
する。

体育教員の話：１月の下
旬から、創作ダンスのグ
ループ分けをして、見学
者も自分のグループの近
くで見学するようにして
いた。Ａ子はＳ子、Ｔ子
と一緒のグループで、２
人にはあらかじめ、振り
付けを考えるときなどＡ
子も交えてやるように指
示していた。Ｓ子、Ｔ子
がよく声をかけて、一緒
に発表会に参加しようと
誘っていた。今日は一生
懸命創作ダンスの練習に
取り組んでいた。今日の
グループの様子を見る限
りでは、発表会も参加で

Ａ子は、ペースを守
られ、急かされるこ
となく新しいことに
挑戦することができ
る。

りでは、発表会も参加で
きるのではないか。創作
ダンスは、球技より参加
しやすかったのではない
か。とにかく着替えや参
加を急かさず、待ってよ
かった。途中、何度も強
く言いそうになった。
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82 １１３日目。 Ａ子が６校時の授業
を受けている間に、
母親に来校してもら
い、学級担任と養護
教諭の３人で面談し
た。母親の話し
・パートが決まり、
３月から働く。
・ 兄との比較をして
いるつもりはない。
・ 義母も孫達をかわ
いがってくれてい
る。
・ 父親とＡ子の会話
は少ない。
・ 左手首に時々傷が
あることは中学校の
時から気がついてい
た。時々やめるよう
に声をかけていた。

学級担任の話し・お母さ
んも毎日の送迎、本当に
お疲れさまです。・創作
ダンスにも参加してずい
ぶんとＡ子さんは頑張っ
ている。・厳しい話をひ
とつ、３月の成績会議で
２年生への進級のことが
決まりますが、保健室で
自習した時間等を授業に
出席したものとして扱っ
てもらえるようお願いを
しますが、実際に進級で
きるかどうかはまだわか
りません。

Ａ子は、家での状況
を理解される。

83 母親の話：・私もイラ
イラするとついＡ子に
言い過ぎることばかり
で、ほめるとかありが
とうと声をかけること
が少なかったかもしれ
ません。・  家のこと
も手伝ってくれるし、
いいところいっぱいあ
るんですよ。

養護教諭から提案：・Ａ
子さんは、お母さんが好
きで、認めてもらいたい
という思いが強いので、
とにかく日常の小さなこ
とも、ほめたり、お礼を
言ったり、言葉にしてこ
まめに伝えるようにして
みてはどうか。（５２－
ウから）

Ａ子は、養護教諭と
母親が連携すること
でＡ子が安心して過
ごせるようになる。
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84 １１４日目。翌週から昼休み
や放課後に情報処理室でパソ
コンに向かい、検定の練習を
するＡ子の姿とたびたび見か
けるようになる。パソコン部
員達と接する機会が増えた。
この週から、昼休み以外は全
て授業や行事に参加した。

パソコン部の顧問に連絡
し、Ａ子に話をしても
らった。（７８－カよ
り）

顧問は、好きなパソコン
をいかして高校在学中に
たくさんの資格取得を目
指してはどうか、昼休み
でも、放課後でもいつで
も情報処理室で待ってい
るよと声をかけた。

Ａ子は、授業以外の
場で活動する機会を
保証される。

85 ２学年夏季休業前。・初日
から授業には全て参加・体
育の着替えは、保健室で・
昼休みは保健室で過ごす・
通学方法は、母親の仕事が
朝、早い日は、自転車また
はバス、それ以外は母親の
車で・パソコン部の活動継
続・欠席　４月：１、５
月：５、６月：１
・養護教諭不在日１０日、
全て出席し 試食コーナー

クラス替えなし。 学級担任が替わった。学
級担任が昨年度までの事
情をよく理解して対応し
ていた。１学年のときに
も社会の教科担当者とし
てＡ子に関わっていた。

全て出席し、試食コーナー
を利用・４月下旬、母親が
２月から預かっていた携帯
電話をＡ子に再度持たせ
た・以前は、父親の本棚か
ら本を借りるときには、
黙って借りていたが、一言
ことわってから借りるよう
になり、父と本について短
い会話をするようになっ
た。養護教諭に、「今度、
この本を読むんですけど、
これは父が大学生の時に読
んだ本で・・・」などと、
話しをすることが度々あっ
た。・６月下旬には、球技
大会にも参加した。
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86 他の教員から、ここまで
授業や行事に参加できる
のなら、昼休みも教室で
過ごせるように強く指導
したほうがいいのではな
いかという意見がでてき
た。

87 養護教諭としては、保
健室で昼休みをすごし
ているからこそ、授業
や行事にどうにか参加
できているのではない
かと考えていた。

球技大会の翌週Ａ子と
養護教諭面談「４月か
らずいぶん頑張ってい
るよね。最近、困って
いること、しんどいこ
とはないかな？」

Ａ子「１０分休みは教室にい
ても平気だけど、昼休みは苦
手です」「グループでご飯食
べたり、食べた後もいろいろ
気を遣いながらおしゃべりし
たり、そういうのがちょっ
と」「保健室で昼休まない

学級担任もＡ子は今の状
態で精一杯ではないか、
この上昼休みも教室でコ
ミュニケーションをとれ
るように強い指導をする
ことは現時点では無理で
はないかと考えていた。と」「保健室で昼休まない

と、１日授業に参加できない
かもしれないです」

はないかと考えていた。

88 養護教諭と学級担任が
考えていたとおりの状
況だった。

他の教員に状況を説明し
た。

甘えではないかという考
えの教員もいた。

Ａ子は、自分のペー
スを守られる。
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89 夏季休業中。全員参加の夏期
講習の前半は全て参加した。
後半は欠席した

学級担任、学年主任、養
護教諭、生徒指導部長、
家庭科教員で昨年の同じ
時期に同じように休みだ
しているので、夏休み明
け早急に家庭との連絡を
密に取りながら、対応し
ていくことを確認した。

学級担任の話では、クラ
スの人間関係は特に変化
が見られないので、家庭
で夏休み中何かあったの
ではないか。

90 ２年夏休み明け３日目。欠
席。

母親から学級担任に電
話連絡有り。母親の
話：・８月に東京の祖
母の家に、Ａ子、Ｅ
子、Ｅ子の高校の友人
２人で３泊４日の日程
で遊びに行き、帰宅し
てからＡ子がひどく落
ち込んでいる。・部屋
にこもって、携帯ばか
りさわっているので取
り上げた・友人達との
旅行がうまくいかな
かったので、１１月の
修学旅行には参加でき

本当はＥ子と２人でい
きたかったのかな？今
回の旅行は修学旅行の
練習のつもりだったの
かな？旅行の練習をさ
せたかったのは、母親
か？

学級担任と話し合い：修
学旅行のことを今決めな
くて良いから、また、休
み明けの保健室登校から
始めて、ぎりぎりに結論
を出せばいい。まず、学
級担任から電話連絡をす
る。登校できないような
らば、学級担任と養護教
諭で家庭訪問をしよう。

修学旅行には参加でき
ないと話している。

91 ２年夏休み明け４日目。欠
席。

　 学級担任から本人に電話
連絡：修学旅行のことは
今、決める必要はなく、
部屋で何日悩んでも解決
しないから、学校に出
て、一緒に考えよう。
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92 ２年夏休み明け５日目。緊張
はないが、元気がない様子。

「理由があっての欠席で
しょ。どうした？」

Ａ子「夏休み中に、東京のお
ばあちゃんの家に、Ｅ子とＥ
子の友達２人と一緒に行った
んですけど、Ｅ子以外の２人
が勝手で、わがままで、おば
あちゃんやおじさん、おばさ
んに迷惑をかけてしまい、で
も、Ｅ子の友達だし、強く言
えなくて、すごく大変だった
んです」

Ａ子は、欠席には自
分なりの理由が必ず
あることを理解され
る。

93 「お母さんからの電話で
は、帰ってきてから、部
屋にこもって携帯電話に
ばかり触っているから、
お母さんが預かったとい
う話だったけど、Ａ子さ
んの話しも聞きたいな」

Ａ子「その通りです。また、携
帯取り上げられちゃいました。
あっ、でも先生、リスカはしな
かったんですよ」

Ａ子は、一見マイナ
スに見える状態でも
自分なりの頑張りが
あることを理解され
る。

94 Ａ子「そんなに前からではな
いんですけど、今回４人の旅

「学級担任の先生からも
話があったと思うけど、

Ａ子は、修学旅行の
参加について、焦らすけど、今回 人 旅

でもダメだったから、修学旅
行無理かなと思ってしまいま
した。それなのに、なんか、
親がはりきっていて、修学旅
行は絶対に行きなさいとか言
うので、けんかしちゃいまし
た」

話 あ たと思うけど、
修学旅行に参加するかど
うかはまだ決定しなくて
いいから、ぎりぎりまで
考えて、お母さんとも話
し合って、後悔しない結
論をだそうよ」

参加について、焦ら
ず、結論を出すまで
の期間を保証され
る。
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95 ２年夏休み明け１２日目。こ
の日以降：・授業には全て参
加。・体育の着替えは、保健
室で。・昼休みは保健室で過
ごす。・家庭科の調理実習の
際には、食事は班のメンバー
と食べた。・パソコン部の活
動継続。・欠席　9月：１、10
月：0、11月：2、１２月：２

夏季休業前の調子が
戻ってきた様子。調理
実習の後、食事を班の
人と食べることができ
たのは、試食室という
場所が保健室と同様に
過ごしやすい場所だっ
たからではないか。保
健室登校から教室に行
くまでの気持ちの切り
替えの期間が短くなっ
ている。

96 １０月中旬。養護教諭１週
間不在。昼休み試食室で家
庭科教員と過ごした。この
週にウォークラリーが実施
されたが、終日参加。

97 １０月下旬：修学旅行の参
加に て話し合 （

母親は、絶対に修学旅
行に参加させたいと主

母親を超える経験。Ａ
子にと て大きな意味

学級担任と養護教諭は修
学旅行の参加に いての

Ａ子は・海外旅行であること
女の先生がいかないこと

Ａ子は、言葉で気持
ちを説明し 母親に加について話し合い（Ａ

子、母親、学級担任、学年
主任）。

行に参加させたいと主
張していた。

子にとって大きな意味
があるのではないか。

学旅行の参加についての
の話し合いに備えて、Ａ
子に気持ちを確認し、感
情的にならず、こういう
理由で不安だから行きた
くないのだと伝えること
ができるように、事前に
準備させていた。

・女の先生がいかないこと
・５日間も友達と昼も夜も過ご
せるかどうか この３点が不
安だから行きたくないとはっき
りと主張した。最終的に参加し
ないことに決定した。

ちを説明し、母親に
理解してもらう経験
をする。
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98 冬季休業中、冬期講習休まず
参加。保健室利用なし。２年
冬休み明け１日目。始業式欠
席。

母親から学級担任に電
話連絡あり。母親の
話・昨夜、緊張してほ
とんど眠れなかったよ
うだ。・冬休みの後半
から、進路のことでも
めていた。・家族と一
緒に食事をとることも
避けて、部屋から出て
こない状態が続いてい
る。・休みで帰宅して
いた兄が声をかけても
返事もしない。

学級担任と一緒に家庭
訪問をしようと思っ
た。

99 ２年冬休み明け６日目。欠席
が続いている。

家では母親が一人で応
対した。

学級担任と養護教諭が家
庭訪問。

　

100 Ａ子は「ごめんなさい。ごめ
んなさい。今日はまだ先生た
ちに会うことができません。
クッキーを作りました。食べ
てください」というメモと
クッキーを皿に用意して姿を
見せなかった

母親の話では、Ａ子
は、母親が仕事に出か
けている間に台所の洗
い物やちょっとした家
事をやってくれている
が、家族と一緒に食事
をとろうとしない 今見せなかった。 をとろうとしない。今
日もドア越しに母親が
声をかけたところ、
「先生たちにクッキー
とメモを出して」とだ
け答えたとのこと。
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101 学級担任と養護教諭
は、Ａ子に直接会うこ
とはできなかったが、
クッキーとメモを用意
していたこと、家の手
伝いをしていることか
ら、Ａ子はまた保健室
登校から始めて、授業
に参加できるようにな
るのではないかと考え
ていた。

担任と養護教諭の２人
で「クッキーごちそう
さま。おいしかったで
す。また、いつものよ
うに休み明けのスター
トをしましょう。進路
のことも一緒に考えま
しょう」とメモを母親
に託してきた。

家庭訪問の２日後、家族を避け
る態度が和らぎ、一緒に食事を
とるようになった。

しかし、他の教員から
は、「家庭訪問したとき
に何としてでも本人に直
接会うべきだった」「こ
れだけ欠席が続くのな
ら、これまでの休み明け
より状況は悪いのではな
いか」「３年生への進級
は難しいのではないか」
等の意見が出された

Ａ子は、養護教諭と
学級担任に信頼され
る。

102 家庭訪問をされたくな
い理由は何なのか？

その後も欠席が続いたた
め、翌週、担任が、再度
家庭訪問をしたいと母親
に伝えたところ、必ず数
日中に本人と一緒に学校
に行きますので家庭訪問
はしないでくださいと言
われた。

103 ２年冬休み明け２３日目。夕
方、保健室に母親とＡ子が来
室。最初は母親の後ろに隠れ
るようにしていたが、保健室
のドアを開けたとたんに養護
教諭に抱きついて声を出して
泣いた。

本当はお母さんに抱き
ついて泣きたかったの
かな？養護教諭に会い
たかったのかな？

学級担任、養護教諭、家
庭科教員が応対した。

Ａ子はありのまま受
け入れられる。

－52－



ア イ ウ エ オ カ キ
Ａ子の状況　 Ａ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ａ子の反応 備考・その他 対応の意味

表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

104 顔に打撲の跡があったので、
泣きやんでから話を聞くと、
母親ともめているときに言葉
がうまく出てこなくて、いら
いらして壁に体当たりした
り、リビングの少し高いとこ
ろから飛び降りたりして、
腕、腰、顔いろいろなところ
にあざができたらしい。それ
を先生たちに見られたくない
と思ったから家庭訪問のとき
会えなかったとのこと。ま
た、母親も恥ずかしくて先生
方には言えませんでしたと話
した。その時は、Ｅ子からの
電話にもでず、犬の散歩も行
かなかったとのこと。

家にこもってばかりでは
同じことの繰り返しにな
るので、学校に来て、進
路のこともいろいろ調べ
て検討しましょうと提案
した。

翌週から保健室登校。 Ａ子は登校するきっ
かけをつかみ、再び
自分で課題と向きあ
い、解決していくこ
とを保証された。

105 ３月２週目から授業に参加す
る時間が増えた。

「もし、今後、今回のよ
うに欠席が続いたら、２
０日も待たずに部屋まで
会いに行くよ」と声をか

Ａ子「はい。いつでも先生がき
てもいいように、部屋を掃除し
ておきます」と笑顔で答えた。

Ａ子は、養護教諭と
の信頼関係を深め
る。

会いに行くよ」と声をか
けた。

106 進路については、ペットに
関わる仕事の資格を得られ
る専門学校に進むという方
向で目標が定まった。

 進級認定会議では、１年
生のときに比べ、欠席日
数が多いことなどから進
級に反対する様々な意見
が出たが、最終的に３年
生になることが決まっ
た。

Ａ子は、将来を見据
えた配慮のうえ、高
校生活の継続を保証
される。

－53－



ア イ ウ エ オ カ キ
Ａ子の状況　 Ａ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ａ子の反応 備考・その他 対応の意味

表２　高校１年生女子Ａ子の事例についての実践記録と対応の意味

107 ３年生初日。バスで登校。登
校後すぐに泣きながら保健室
へ。

春休み中に何か特別な
ことがあったかな？そ
れとも３年生としての
学校生活に対する緊張
や不安かな？

ベンチタイプのいすに並
んで座り、背中に手を当
てて、「我慢しないで泣
きたいだけ泣いてスッキ
リしてからお話ししよ
う」と声をかけて見守っ
た。

Ａ子「うーん、（涙が出る理
由）特に思い当たることはな
いです。何だかよくわかりま
せん」と話す。

Ａ子はありのまま受
け入れられる。

108 ３年生２日目。バスで登校。
登校後保健室へ
昨日のような泣く様子はない
が、不安な表情。
Ａ子「ここに鞄置いていって
いいですか」

基地としての保健室、
しばらく続く？

Ａ子は、新しいこと
に挑戦する時に、い
つでも戻ることので
きる場所を確保す
る。

109 ３年生９日目。昼休み来室
時、いつもの場所に座った途
端に涙ぐんだ。英語の授業中
に指名された問題がわからな
くて、頭の中が真っ白くな
り、何も答えられなくなった
とのこと

午後保健室で過ごした
いと言うのかな？

Ａ子の話を聞いた。 養護教諭に話して、少し涙を流
したら、午後の授業の時間を気
にして、食事を食べて、鞄を
持って教室へ。

とのこと。

110 午後の授業に行くこと
ができるとは、気持ち
の切り替えが１、２年
次より早くできるよう
になったなと感じた。

111 ３年生１４日目。放課後、来
室し、明日の専門学校説明会
に参加する予定だが不安であ
ると話す。

３年生１５日目。専門学校説明
会に参加。

引率した教員の話：メ
モをとりながら積極的
に質問していたとのこ
と
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112 ７月の学校祭では、準備期間
中から４日間、Ｄ子やＳ子等
の学級の友人と昼食を一緒に
食べた。そのことを養護教諭
に「うれしかった」と報告し
ていた。

113 学校祭の７日後に行われる、
野球の全校応援には参加でき
ないと学級担任に申し出た。

学級担任と養護教諭が一
緒に話をきいた。

114 「Ａ子さん、学級担任の
先生は、これまでのこと
を振り返って、あなたが
理由もなく出たくないと
言う人ではないと思って
いるから、聞いているの
よ。これを言ったらいけ
ないかなとか考えなくて
いいから、今、思ってい

Ａ子　「学校祭の準備のとき
から、周りとうまくやるため
にいっぱいいっぱいでした。
授業は何とか出ているけど、
今は行事は無理です。すみま
せん」

学級担任「そうか、かな
り頑張って学校祭に参加
したんだな。それは、わ
かった。それじゃあ、野
球応援には参加しない
で、課題用意して学校で
自 習 す る の は で き る
か？」

Ａ子は、自分なりの
理由があって、担任
に申し出たことを理
解される。

、今、
ることを素直に伝えてい
いのよ」

115 １年生、２年生からの
経過から考えると、決
してわがままとか甘え
ではないと思われる。
担任の考えを尊重して
今後も指導してはどう
か。

当日は、学校で自習。
学校待機の家庭科教員
にＡ子の自習監督をお
願いした。

学級担任が、職員会議で
話をしたときには、「出
たい行事を選んでいるの
ではないか」「わがまま
ではないか」「Ａ子なり
に精一杯、調整している
のではないか」等の意見
が出された。学級担任：
１回１回の出来事に注目
するのではなく、２～
３ヵ月の少し長い目で見
てほしい。

Ａ子は、自分のペー
スを守られる。
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116 野球応援から３日後。Ａ子
「先生、私、いつも夏休み明
けに学校を休んでしまうの
で、夏休みの後半に自分だけ
の出校日を作ろうと思いま
す。先生の都合のいい日に保
健室で勉強してもいいです
か？」

修学旅行以降は、養護
教諭が先導したり、選
択肢を用意したりする
頻度が減り、待つ、見
守ることが多くなって
いると感じた。

「自分なりに夏休み明け
に備えようという計画
ね。協力するよ。ただ
し、３年生は進路関係の
出校日も多いから、負担
が大きすぎる計画になら
ないように注意してね」
養護教諭とＡ子 予定表
を見ながら日程を決めた

夏休み中。夏休みに入ってすぐ
に、Ａ子は専門学校の見学会に
母親と県外へ出かけた。Ａ子も
母親も実際に学校に行き、説明
を受けて安心したと学級担任に
報告があった。学年が企画した
就職希望者向けのビジネスマ
ナー研修会に２日参加した。自
分決めた出校日に保健室で３日
自習した。

Ａ子は、自分の考え
を養護教諭に話し、
協力を得る。

117 夏休み明けも休まず保健室登
校からスタートした。すぐに
翌日から数時間ずつ授業に参
加し、翌週からは昼休みのみ
保健室で過ごし、それ以外は
教室で過ごし始めた。

118 １２月 父親が職場を解雇さ 不安な気持ちにばかり パソコン部の顧問に相 ２月下旬まで様々な試験にチャ パソコン部の顧問が春か Ａ子は 不安な気持118 １２月。父親が職場を解雇さ
れた。そのため県外で一人暮
らしの予定が、寮生活をする
ことになった。その後３人部
屋の寮ということで不安を訴
えるようになった。

不安な気持ちにばかり
とらわれず、自信をつ
けて卒業してほしいと
思った。

パソコン部の顧問に相
談した

２月下旬まで様々な試験にチャ
レンジした。

パソコン部の顧問が春か
らの新しい生活は今考え
ていてもなるようにしか
ならないのだから、それ
より卒業までチャンスの
ある資格試験を全部受け
てみなさいと声をかけ
た。

Ａ子は、不安な気持
ちを聞いてもらい、
悩みながらも家にこ
もるのではなく、部
活等の活動をする経
験を積む。

119 ２月初旬３年生出校日。帰り
に保健室へ。Ａ子は寮生活の
ことで母親ともめて「それな
ら学校へ行くのをやめなさ
い」といわれて、３年生に
なってから一度もやっていな
かった手首に傷をつける行為
をしてしまった。
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120 Ａ子は寮生活のことで母親と
もめて「それなら学校へ行く
のをやめなさい」といわれ
て、３年生になってから一度
もやっていなかった手首に傷
をつける行為をしてしまっ
た。今日は、吐き気がして泣
きそうで、つらかったけど、
出校日の日程が半日だし、学
校に来ることも、後５～６回
しかないなと思ったから出て
きましたと話す。

体調が悪くても、泣き
そうな気分でも、自分
の意思で学校に出てく
ることができるように
なっているなあ。

Ａ子は、一見マイナ
スに見える状態でも
Ａ子なりの頑張りが
あることをわかって
もらう。

121 卒業の日。母親は朝から涙が
止まらない状態。帰りに保健
室に寄ったときに、Ａ子は冷
静にしていたが、母親を先に
車に行かせて、母親が保健室
からいなくなってから泣き出
した。

これまでＡ子が積み重
ねてきたことを確認し
て、自信を持って、
堂々と卒業してほしい
と思った。

Ａ子に次のことを話
す。Ａ子はもう中学生の
Ａ子ではないし、高校１
年生２年生のＡ子ではな
い。悩んでいるときは、
部屋にこもっているよ
り、犬の散歩をしたり、
友人と遊んだり、資格試
験のために練習したり、
悩みながらも行動した方
がよかったことも今まで

涙を流しながら、真剣に話を聞
いていた。

Ａ子は保健室から巣
立つ。

がよかったことも今まで
に経験済み。県外では、
同じ職業を目指す人たち
と学ぶことができるし、
中学、高校時代とは違う
人との出会いがある。離
れたところから家族を見
ると、一緒に住んでいる
ときには見えなかった面
に気がつくかもしれな
い。以上のことを確認し
て送り出した。
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ア イ ウ エ オ カ キ
Ｂ子の状況 Ｂ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ｂ子の反応 備考・その他 対応の意味

1 これまでの保健室利用は無
い。服装の乱れ、化粧等で登
校指導時に生徒指導部の教員
が声をかけることがたびたび
ある。

表情が暗く、服装が乱
れていて心配だと思っ
た。（１３－エへ）

何か課題がありそうな
生徒だと思い、気にか
けて、あいさつをした
り、雑談をするなどし
ながら見守っていた。

Ｂ子は、養護教諭と
顔見知りになり、後
に保健室を使いやす
くなる。

2 Ｂ子の学級で生徒指導上の問
題が続き、そのことでＢ子は
学級担任と学年主任に呼ばれ
て面談をすることになった。

学級で起こった生徒指
導上の問題の件で、学
級担任と学年主任に呼
ばれて、話をするのは
Ｂ子にとって辛いこと
だと感じた。（６－エ
へ）

学級担任から学級で生徒
指導上の問題が続き、そ
のことでＢ子と面談をす
るので同席してほしいと
養護教諭に依頼があっ
た。

3 この状況がＢ子に今後
どのように影響するの
かを予測した。学級で
の立場が悪くなり、友
人関係が悪くなって教
室に居づらくなるので
はないかと思った

表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

はないかと思った。
（１１－エへ）

4 強いストレスから体調
を崩したりすることが
考えられるので、Ｂ子
が今後保健室を利用し
やすくなるような対応
をしようと思った。
（１２－エへ）

5 Ｂ子が追いつめられな
いよう、今後、保健室
だけなく、カウンセ
ラー室も利用できるよ
うにつなぎ、安心して
居られる場所を提供す
る必要があると判断し
た。（１２－エへ）
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表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

6 ★学級担任、学年主任、養護
教諭、Ｂ子の４人で話をし
た。Ｂ子は緊張して、硬い表
情で面談を行う部屋に入って
きた。

入室時の様子から、や
はりこの面談はＢ子に
とって辛いことだと
思った。

Ｂ子の不安な状態に寄
り添うため、Ｂ子に養
護教諭の隣に座るよう
促した。養護教諭はＢ
子の左隣に座った。
（２－ウより）

7 気持ちを和らげて、少
しでも楽に話ができる
ようにしてやろうと
思った。

「大丈夫だよ」と声を
かけて座らせた。

少しほっとした表情になっ
た。

Ｂ子は少し緊張から
解放され、安心す
る。

8 Ｂ子の辛い心情を思い
やり、面談では生徒指
導上の問題についてど
のような話が出てもＢ
子を尊重しようと思っ
た。

Ｂ子が言葉に詰まった
ときには「ゆっくり話
そうね」と声をかけ
た。

学年主任と担任の問いに
時々、言葉につまりながらも
答えた。

Ｂ子にとっては、自
分で考え、話すペー
スが守られる。

9 学級担任の話を聞いて「私は
やっていません」と話す。話
をしている間、足を動かし、
手は左手人差し指に右手親指

「やっていません」と
話しながら、本人の落
ち着かない様子から複
雑な背景があると判断

面談後、生徒指導部長
に問題行動としての扱
いを待ってもらうよう
調整し 生徒指導部

Ｂ子は自分で課題と
向き合い、解決して
いくことを保証され
た手は左手人差し指に右手親指

の爪を立てる動きを繰り返
す。

雑な背景があると判断
した。生徒指導部と連
携し、慎重に対応する
必要があると思った。

調整し、生徒指導部、
相談員との連携を促
し、Ｂ子をチームで支
援する体制を整えた。

た。

10 相談員（心のアドバイ
ザー）の協力も得て、
本人、保護者、学級担
任を支える必要がある
と判断した。

面談後、相談員に電話
で経過を報告した。

Ｂ子にとっては、支
えてくれる大人が増
える。

11 この件で、学級で傷つ
くことを言われたり、
いやな思いをしていな
いかを確認した。（３
－ウより）

Ｂ子は自分のことを
心配してくれる人を
得た。
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表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

12 いつでも、保健室やカウ
ンセラー室を利用してよ
いことを伝えた。（４－
ウ、５－ウより）

Ｂ子は困ったときに
行くことのできる場
所と相談できる人を
得た。

13 もっと自分を大切にして
ほしいことを話した。
（１－ウより）

養護教諭の話を聞いているとき
に涙を流す。

Ｂ子の養護教諭への
信頼が増す。

14 Ｂ子が養護教諭の話を
受け入れていると感じ
た。

15 爪にマニキュアを塗ってい
る。

この面談の後、保健室で
マニキュアを落としてか
ら帰る提案をした。

保健室でマニキュアを落としな
がら母親との仲について話す。

Ｂ子は養護教諭に母
親との関係や家庭で
の立場をわかっても
らう。
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Ｂ子の状況 Ｂ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ｂ子の反応 備考・その他 対応の意味

表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

16 ★翌日。養護教諭と話がし
たいと学級担任に申し出
る。

相談員との面談で、学級の生
徒指導上の問題は自分がやっ
たと話す。学級担任にも自分
で話したい。家では妹だけが
かわいがられている。親を困
らせようと思った。母は妹の
ことを心配してイライラして
いる。

養護教諭が出張で不在
のため、学級担任が相
談員に対応をお願いす
る。

Ｂ子は、前日の面談
を終えて、養護教諭
に本当の気持ちを話
そうという行動を起
こすことができた。

17 相談員と面談後、学級担任に話
をした。

相談員は、Ｂ子と面談
し、その後、学級担任に
Ｂ子が話をする場にも同
席した。

18 学級担任からの電話連絡
を受ける。

学級担任はＢ子と面談
後、学年主任、生徒指導
部長に報告し、養護教諭
に電話連絡した。

19 ★２日後。６校時保健室に来
室学級担任と話がしたい。

本人が話をしたいと
思った機会を逃さず、
学級担任と話すことが
大事だと判断した。

学級担任に取り次ぎ、二
人が静かに話ができる場
所を用意した。

Ｂ子は安心して自分
の気持ちを出して話
せる学級担任への信
頼が増す。

20 問題を自分で何とかしたいの
で、両親に内緒にしてほしいと
担任に話す。

学級担任はＢ子と面
談。

21 母親はＢ子が家でも
困った子だと学級担
任に話した。

母親に困った子だと言
われるとは、Ｂ子に
とって家は居心地のよ
い場所ではないと思っ
た。

学級担任から保護者へ
連絡。
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表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

22 ★翌週月曜。１校時保健室
に来室。主訴：胃痛、食欲
不振、寝不足体温36.2℃、
脈68/分

家も教室も今のＢ子に
とっては居心地の悪い
場になっているのでは
ないかと思った。

主訴に対して誠実に対
応し、ベッドで休養さ
せた。

休養後は胃痛が楽になったと話
した。

Ｂ子は、問題行動の
ことに関わらず、あ
りのままの自分を信
じて受け入れられ、
症状が回復した。

23 保健室に来たときに
は、少しでも安心して
休養し、考えたり、行
動するための力を蓄え
させたいと考えた。

ベッドの横で話を聞き
ながら、気持ちを言語
化させることで、Ｂ子
の考えを明確にする手
助けをした。

週末親と話そうとしたが、うま
く話ができなかったので、学校
で学級担任と相談員に一緒に居
てもらって親と話したいと話し
た。

Ｂ子は自分の考えを
言語化し、養護教諭
にわかってもらう。

24 問題行動がきっかけに
なるのは良いこととは
言えないが、親子が話
をする機会を得ること
は今後のＢ子にとって

学校で両親、学級担
任、相談員が同席する
場を設定できるよう調
整した。

Ｂ子は自分一人では
できないことを養護
教諭に協力してもら
い実現へ向けて進
むは今後のＢ子にとって

プラスの要素になるの
ではないかと考えた。

む。

- 63 -



ア イ ウ エ オ カ キ
Ｂ子の状況 Ｂ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ｂ子の反応 備考・その他 対応の意味

表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

25 ★翌週水曜。４校時保健室に
来室。主訴：頭痛、食欲不振
体温37.0℃、脈98/分、血圧
119-64

本日午後の両親、相談
員、学級担任との面談
に対する緊張から頭痛
等の症状が現れている
と判断した。今は、休
養が必要だと思った。

ベッドで休養させた頭に
手を当てて、今はとにか
く体を休める時間にしよ
うと声をかけた。眠って
いる間も見守った。

保健室のベッドで眠った。 Ｂ子は、休養し、次
の行動に踏み出す力
を蓄える。

26 同日午後。両親、相談員、学
級担任との面談。今回の問題
のこと、幼い頃からの思い等
を涙を流しながら話した。

担任が後に養護教諭
に報告した様子で
は、両親ともに表情
が硬く、Ｂ子に言葉
をかけることもな
かったとのこと。

27 泣きながら学級担任に連れら
れて保健室に移動した。

両親との話がうまくい
かなかったのだろうと
思った。泣きたくなる
ぐらい、両親にわかっ
てもらいたい強い思い
があるのだなと思っ

Ｂ子が思いっきり泣くの
を見守り、落ち着いてか
ら話を聞いた。

父親が何も言ってくれなかった
ことがショックだと話した。

Ｂ子は、両親にわ
かってもらいたい気
持ちがあるのに、理
解されない悲しみを
養護教諭にを受けと
めてもらうがあるのだなと思っ

た。
めてもらう。

28 学級担任の気持ちを受
けとめつつ、保護者の
立場も理解する必要性
を感じた。

学級担任が保護者の態
度に憤慨した。

29 学級担任を支え、学級
担任と保護者の関係を
悪化させないよう配慮
する必要があると思っ
た。

学級担任には、保護者も
どうしていいのかわから
ず困っていることを伝え
つつ、今後の対応につい
て話をした。

Ｂ子は、自分だけで
は整えられない周囲
の環境（人間関係）
を調整してもらう。
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表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

30 養護教諭、学級担任、学
年主任、相談員の４名で
面談を終えてから打ち合
わせをした。

相談員の見立てでは、
母親はＢ子の妹のこと
で余裕のない状態に
なっているので、父親
がキーパーソンになる
のではないかとのこと
だった。

31 ★２週後木曜。１～２校時保
健室休養。主訴：頭痛、口の
中がイヤな味がする（幼少期
からよくある症状だと話す）
体温36.4℃

両親との話し合い、教
室で授業を受けること
等に強いストレスを感
じて、身体症状が現れ
たり、情緒が不安定に
なることが予測される
ので、Ｂ子にとって保
健室での安心できる時
間と空間の確保が大切
であると思った。

ベッドで休養させ、
ベッドの横で話を聞い
た。

話をした後、眠った。 Ｂ子は、体調の悪い
状態をわかってもら
い、安心して自分の
気持ちを出して話す
ことができる。

32 強い緊張やストレスに
体が正常に反応してい
ることを話した。

少しほっとした表情になっ
た。

Ｂ子は、自分の心身
の状態を理解する。

33 朝から体調が悪い中、
学校に遅刻せずによく
来たこと、会えてうれ
しいことを伝えた。

Ｂ子は、ありのまま
の状態を受けとめら
れる。

34 ★３週後月曜。１校時保健室
休養。主訴：口の中がイヤな
味がする体温36.3℃自分から
午後相談員との面談を希望し
た。

Ｂ子なりに苦しみなが
らも、何とかしようと
している印象を受け
た。

膝掛けを掛けてやり、
ソファで休養させた相
談員との面談ができる
よう調整した。

相談員面談。 Ｂ子は、課題と向き
あうための環境を調
整され、何とかしよ
うという気持ちを行
動に移す。
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表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

35 ★３週後金曜。６校時保健室
休養。主訴頭痛体温37.0℃親
と話し合うこと、考えること
がいっぱいあって時間がほし
いと話す。

親との話し合いを毎晩
のように続けている様
子がうかがわれた。

ベッドで休養させ、
ベッドの横で話を聞い
た。

眠らず、ずっと話をした。 Ｂ子は、体調の悪い
状態をわかってもら
い、安心して自分の
気持ちを出して話す
ことができる。

36 ★４週後月曜。始業前、保健
室前の廊下に鞄を抱えてしゃ
がみ込んでいた。今日は学校
を休みたかったのに、無理矢
理母親が送ってきたとイライ
ラした様子で話す。今後の親
との話し合いのことで相談員
との面談を希望した。

親にわかってもらえな
いことでイライラして
いる様子だが、今後の
ことで相談員との面談
を希望する等、積極的
に何とかしようとして
いる気持ちが感じられ
た。

イライラする気持ちを受
けとめるよう話をじっく
り聞いた。相談員との面
談ができるよう調整し
た。

徐々に落ち着いてきた。 相談員面談。 Ｂ子はイライラする
気持ちを受けとめら
れ、考えを整理する
手助けを得て、気持
ちが落ち着く。

37 ★４週後火曜。卒業式予行に
参加せず、保健室へ来室。保
健室で自習をしながら、合間
に穏やかな表情で学年末の考
査を受ける予定や翌日の卒業
式に参加するつもりであるこ
とを話す。

表情や学習への取組の
様子から、今後につい
て何か決心した印象を
受けた。

話を聞き、学習の様子を
見守った。

考査に向けて熱心に学習した穏
やかな表情で話した。

Ｂ子は、自分の考え
を話し、受けとめら
れる学習の機会を確
保される。

38 ★４週後水曜。卒業式前に保
健室に来室。主訴：胃痛体温
37.0℃。教室に居ると緊張す
ると話す。卒業式に参加せ
ず、保健室で過ごした。養護
教諭の側を離れない。

保健室では、教室での
緊張や胃痛を訴えなが
らも、ベッドやソファ
で休養しようとせず、
養護教諭の後をついて
歩く様子から、何か今
日話したいことがある
ものと判断した。今後
の方向性が明確にな
り、気分がすっきりし
た印象を受けた。

あたたかいお茶を一緒に
飲みながら話を聞いた。

学年末考査は受ける、特別指導
を受ける、両親と話をたくさん
して、前よりわかってもらえた
感じがすると話す。

Ｂ子は、これまで悩
みながら進んできた
過程を経て、今後ど
うするのか自分の考
えを養護教諭に話
し、受けとめられ
る。
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ア イ ウ エ オ カ キ
Ｂ子の状況 Ｂ子の周囲の状況 養護教諭の思考・判断 養護教諭の対応 Ｂ子の反応 備考・その他 対応の意味

表３　高校２年生女子Ｂ子の事例についての実践記録と対応の意味

39 特別指導中も保健室、カ
ウンセラー室を利用して
よいことを伝えた。

退室時「先生、ありがとう。バ
イバイ」と笑顔で手を振った。

Ｂ子は、養護教諭と
保健室から巣立つ。

40 ★５週後。定期考査受験特別
指導を受ける。

生徒指導部主導の特別
指導の期間もＢ子の様
子を見守りながら、生
徒指導部と学年、相談
員の調整の役割を担う
ことで、指導を効果的
に進めることができる
と考えた。

Ｂ子がいる別室に時々
行って面談をしたＢ子
や両親、特に母親と相
談員の面談ができるよ
う調整した。

特別指導を素直に受けた。 Ｂ子は、見守られな
がら、困ったときに
行くことのできる場
所を保証されてい
る。
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第３章 まとめ 
 

第１節 結論 
 
 本研究では、養護教諭の日々の生徒への対応について、養護教諭が状況をどのように把

握し、どのように解釈して対応したかという養護教諭の思考と、そこから導き出された対

応に、生徒がどのように反応したかについて着目した実践分析を通して、養護教諭の対応

の意味を明らかにすることを目的とした。その結果、次のような知見を得た。 

 養護教諭は、生徒のありのままを受けとめ、生徒に起こりうる心身の変化や周囲の人

間関係の変化を推測し、生徒が悩みながらも少しずつ進む過程を支えるように心がけてい

た。例えば、体調を崩した生徒の身体症状に対応すると共に、安心して休養できる場を提

供する等し、それによって生徒は自分のペースが守られ、自らを振り返るような変化がみ

られた。これは①「生徒自らが課題解決していこうとするきっかけをつくる」意味があっ

た。また、生徒が困難な課題を前に混乱している時には、何とかしたいという思いを感じ

取り、本人の考えを整理する手助けをする等していた。このことは②「生徒自らが課題と

向きあう力を高める」意味があった。そして、生徒のコミュニケーション能力を高めるた

め、初期は、周囲の人間関係を調整し、その上で本人を交え、人とかかわる経験を積んで

いけるようにする等していた。このことは③「生徒の課題解決能力を高める」意味があっ

た。最終的に、養護教諭は、生徒が自らの課題を主体的に解決することを支援し、生徒の

成長を促していた。 
 
 
第２節 今後の課題 

 
 本研究では、養護教諭の残していた記録をもとに実践を分析することで、養護教諭の「生

徒への対応の意味」を明らかにしようと試みた。しかし、筆者本人の２事例の分析なので、

結果が他の養護教諭と共通するものなのかどうかは、明らかではない。また、生徒への対

応の意味を詳しく明らかにしようとすれば、生徒に直接聞くことも一つの方法として考え

られる。既に養護教諭と生徒の双方を調査対象とする研究３０）３１）や複数の養護教諭を調査

対象とし、実践の構造を明らかにすることを目的とした研究３２）も進められている。 
今後は、他の養護教諭の実践を分析すると共に、倫理的配慮の上、生徒にインタビュー

する等の研究方法を組み合わせることを検討する必要があると思われる。 
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